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はじめに 【 男女共同参画社会とは 】 
 

 

１ 男女共同参画社会とはどんな社会か?  

 日々の生活の中で、無意識のうちに「男だから」「女だから」という性別の違いだけで生き方

や考え方の幅を狭めてしまうことが多くあります。 

しかし、本当に豊かな社会を実現するためには、性別による固定的役割分担意識※1にとらわれ

ず、男女がともに対等なパートナーとして、社会のあらゆる分野に参画し、一人ひとりの個性と

能力を十分に発揮していくことが大切です。 

地域・職場・家庭等のあらゆる分野で、男女がお互いを尊重しあい、生きがいと誇りを持ち、

利益も責任も分かちあえる社会、それが「男女共同参画社会」です。 

 

 

 

 
 

 

 

２ なぜ、男女共同参画社会が必要なのか? 

日本国憲法には個人の尊重と法の下の平等がうたわれています。しかし実際には職場や家庭、

地域など様々な場で、男性が優遇されていると感じたりすることが多いのが現状です。 

男性優位の意識や経済力の格差は女性に対する暴力や人権侵害を生み出す土壌になっている 

と言われています。 

また「男は仕事、女は家庭」などといった性別による固定的な役割分担意識は、男性が家庭生

活や地域活動を楽しむことを難しくしたり、女性が社会参加の意欲を持ちつつも社会の様々な分

野で活躍することを困難にしたりしています。 

また、政策・方針決定過程への女性の参画は、いまだに進んでおらず、男女間の労働格差も見

受けられるなど女性の能力が十分に活かされているとは言えない状況があります。 

このような状況のなか、少子高齢化の進展や人口減少など社会経済情勢の急速な変化に的確に

対応しつつ、より住みやすい地域づくりを目指し、性別に関わりなく、自由な意思で自らの生き

方を選択し、お互いが持っている個性と能力を十分に発揮することができる社会、男女共同参画

社会の形成が求められています。 

 

男女共同参画社会基本法※2では、地方公共団体の責務として、男女共同参画社会づくりのため

の施策の取り組みと、地域の特性を活かした施策の展開が求められており、また国民の責務とし

て男女共同参画社会づくりに寄与することが規定されています。男女共同参画社会実現の主体は、

まさに家庭や職場を含めた地域社会の中の町民自身であり、それぞれの実践の積み重ねが大切に

なってきます。 

まず、できることからはじめましょう。町（行政）は、その実現に向けたさまざまな支援を行

っていきます。 

 

 

 

 

 

 

「男女共同参画社会」とは、男性と女性の性差を否定したり、男らしさ、女らしさや男女

の区別をなくすことを目指すものではありません。また、ひな祭り等の伝統文化を否定す

ることとも異なります。 

☆「参加」と「参画」の違いは？ 

「参加」は、ある目的を持つ集まりに一員として加わり、行動を共にすること。 

「参画」は、単に参加しているだけでなく、自分の考えを発言したり、企画立案や決定 

に積極的に関わっていくことを意味します。 

－ 1－



 

第１章 計画の基本的な考え方           

１ 計画策定の趣旨                          

 町では、町総合計画並びに平成 23（2011）年に策定された第 1 次男女共同参画計画（計画

期間：平成 23（2011）年度～令和 2（2020）年度）に基づき、男女共同参画社会の実現に

向けた取り組みを進めてきました。しかし、男女共同参画に対する理解は深まりつつありますが、

未だ実感できるまでには至っていないというのが現状です。  

男女共同参画社会の実現にはまだ多くの課題が残されており、継続的に男女共同参画を推進す

る必要があります。これまでの取り組みの成果を踏まえ、その内容を継承しつつ、複雑に変化す

る社会環境や、個人の意識や生活の多様化に対応した新たな課題を探るなかで、さらに取り組み

を進めるよう第 2 次計画を策定し、町として取り組むべき方針や施策を示すとともに、町民一

人ひとりがどのように関わっていくかを明らかにしたものです。 

 

２ 計画の位置づけと性格                       

（１） 本計画は、男女共同参画社会基本法※2第 14条第３項に基づく、飯綱町の男女共同参画

の推進に関する基本計画であり、第 1次計画に引き続く計画です。 

また、女性活躍推進法※3第６条第２項の規定に基づき町が策定する、女性の職業生活に 

おける活躍の推進に関する計画に位置付けます。 

   ※女性の職業生活における活躍の推進に関する「基本目標」及び「施策の方向」に 

ついては該当する項目に【女性活躍推進】と表示しています。 

 

（２） 本計画は、当町の最上位計画である「第 2次飯綱町総合計画（平成 29（2017）年度 

～令和８（202６）年度）」を補完し、具体化した男女共同参画の推進に関する個別計画 

です。 

 

３ 計画の期間                            

 本計画の期間は、国や県の男女共同参画の推進に関する計画及び第１次飯綱町男女共同参画計

画の計画期間を勘案し、令和３（2021）年度から令和 12（2030）年度までの 10 カ年とし

ます。なお、社会情勢の変化や計画の推進状況等により必要に応じて見直しを実施します。 

  

４ 計画策定の背景                          

(１)世界の動き 

  ①国際婦人年  ～男女共同参画形成に向けた本格的な取り組みの開始～ 

   昭和 50（1975）年国際連合は、「国際婦人年」として提唱し国際婦人年世界会議をメ

キシコで開催しました。「平等・発展・平和」を基本理念とする宣言と女性の地位向上のた

めの世界行動計画が採択されました。 
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②女子差別撤廃条約 

   昭和 54（1979）年、国連総会で「女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条

約（女子差別撤廃条約）」が採択されました。この条約は、あらゆる分野における性による

差別の禁止と差別撤廃に必要な法的措置を講じるとともに、慣習や慣行等個人の意識も変革

するよう求めました。 

   

③ナイロビ世界会議 

   昭和 60（1985）年、ナイロビ世界会議が開催され、女性の地位向上のために各国が取

り組むべき施策の指針である「婦人の地位向上のためのナイロビ将来戦略」が採択されまし

た。 

   

④第４回世界女性会議 

   平成７（1995）年、北京で第４回世界女性会議が開催され、「北京宣言及び行動綱領」

が採択されました。 

   

⑤女性 2000年会議 

   平成 12（2000）年、ニューヨークで開催された国連特別総会において「女性 2000年

会議：21世紀に向けての男女平等・開発・平和」が開催され、「北京行動綱領」の進捗状

況について検討、評価を行い今後の具体策を盛り込んだ「成果文章」が採択されました。 

   

⑥国連婦人の地位委員会 

平成 17（2005）年に「北京宣言及び行動綱領」及び「女性 2000年会議成果文章」を

再確認し、平成 22年（2010）年には、これらの完全実施に向けた一層の取組を国際社会

に求める宣言が採択されました。 

 

 ⑦女子差別撤廃委員会 

平成 21（2009）年に、国連の「女子差別撤廃委員会」が開催され、女性が離婚後 6ヵ 

月経過しないと再婚できない民法 733条の規定、夫婦同姓、結婚可能年齢の男女差など民 

法の差別的規程の改正や女性の雇用環境の改善について、早急に行動すること等が勧告され 

ました。また、平成 28（2016）年の「女子差別撤廃委員会」では、日本の女子差別撤廃 

の取り組みに対し肯定的にとらえる一方で、差別的な法律及び法的保護の欠如があるとして、 

さらなる改善を要求する勧告が出ています。 

 

⑧国連持続可能な開発サミット 

平成 2７（201５）年に開催され、「ジェンダー※4平等を達成し、全ての女性及び女児 

の能力強化を行う」との持続可能な開発目標（SDGS）を含む、「持続可能な開発のための 

2030アジェンダ」が採択されました。また、令和 2（2020）年 1月、持続可能な開発 

目標（SDGS）達成のための「行動の 10年（Decade of Action）」がスタートしました。 
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(２)日本の動き 

  ①国内行動計画の策定  ～国際婦人年の流れを受けて～ 

   昭和 50（1975）年、総理府に「婦人問題企画推進本部」が設置され女性に関わる施策

について総合的推進体制が整備され、昭和 52（1977）年に「国内行動計画」が策定され

ました。 

   

②女子差別撤廃条約の批准  ～男女平等の原則を具体化～ 

   昭和 54（1979）年に国連総会において「女子差別撤廃条約」が採択されたことを受け、

昭和 60（1985）年に「男女雇用機会均等法※5」の制定や「国籍法」を改正し同条約を批

准しました。 

   

③男女共同参画 2000年プランの策定 

   平成６（1994）年、総理府に「男女共同参画推進本部」及び「男女共同参画審議会」が

設置され、平成８（1996）年、男女共同参画の形成に向け「男女共同参画 2000 年プラ

ン」が策定されました。 

   

④男女共同参画社会基本法の制定  ～21世紀の最重要課題～ 

   平成 11（1999）年、男女共同参画社会の実現に向けた「男女共同参画社会基本法※2」

が制定され、平成 12（2000）年にはその具体的方向や施策を示した「男女共同参画基本

計画」が策定されました。平成 13（2001）年には、内閣府に「男女共同参画局」及び「男

女共同参画会議」が設置され推進体制が強化されました。 

 

  ⑤男女共同参画基本計画（第２次・３次）の策定 

   平成 13（2001）年に「配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法）※6」が制定され、平成 16（2004）

年には、市町村に対する基本計画策定の努力義務を定めた男女共同参画社会基本法の一部改

正がなされました。また、平成 17（2005）年には「政策・方針決定過程への女性の参画

拡大」などを掲げた「第２次基本計画」を策定し、平成 19（2007）年には、「男女雇用

機会均等対策基本方針」や「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）※7憲章」など

が策定されています。 

   平成 22（2010）年には、男女共同参画社会基本法施行後 10 年間の反省を踏まえて、

令和 2（2020）年までを見通した長期的な政策の方向性と、平成 27（2015）年までに

実施する具体的施策をまとめた「第３次基本計画」が策定され、重点分野として新たに「男性、

子どもにとっての男女共同参画」などが掲げられました。  

 

⑥「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定 

平成 26（2014）年、人口急減・超高齢化という、国全体が直面する大きな課題に対し、 

政府一体となって取り組み、各地域がそれぞれの特徴を活かした自律的で持続的な社会を創 

生することを目指した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が策定され、基本目標のひとつ 

として「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」が掲げられました。 
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⑦「女性活躍推進法※3」の施行・男女共同参画基本計画（第４次）の策定 

平成 27（2015）年 9月“働く場面で活躍したい”という希望を持つ全ての女性が、 

その個性と能力を十分に発揮できる社会を実現するため「女性活躍推進法」が制定され、 

同年 12月には、「あらゆる分野における女性の活躍推進」などを強調視点とした「第４次 

基本計画」が策定されました。なお、女性活躍推進法は令和元（2019）年に一部改正され 

ました。 

 

⑧「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」の制定 

平成 30（2018）年「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」が制定され、 

政治分野における男女共同参画を効果的かつ積極的に推進するため、男女の候補者の数がで 

きる限り均等になることを目指しています。 

 

  ⑨男女共同参画基本計画（第５次）の策定 

令和 2年（2020）12月、令和 3年度から 5年間の男女共同参画政策をまとめた第 5 

次男女共同参画基本計画が閣議決定され、2020年代の可能な限り早期に指導的地位に占め 

る女性の割合を 30％程度とすることや夫婦の氏に関する具体的な制度のあり方に関し、司 

法の判断も踏まえさらなる検討を進めること、新型コロナの感染拡大で顕在化した家庭内暴 

力や性暴力の増加、雇用や所得への影響など、女性をめぐる課題に取り組むことなどが掲げ 

られています。 

 

 

(３)長野県の動き 

  ①第１次から第４次までの女性行動計画 

   昭和 55（1980）年、長野県における婦人の現状と課題を明らかにし、その解決の望ま

しい施策の方向を示した「長野県婦人行動計画（第１次）」が策定され、その後、昭和 61

（1986）年には「新長野県婦人行動計画（第２次）、平成３（1991）年には「さわやか

信州女性プラン（第３次）」、平成８（1996）年には「信州女性プラン 21（第４次）」

の行動計画が策定され、それぞれ女性問題解決のための必要な施策を総合的に推進してきま

した。 

 

  ②男女共同参画計画の策定  ～パートナーシップながの 21～ 

   平成 13（2001）年、“男女が共に輝くために”をテーマとした「長野県男女共同参画

計画」が策定されました。平成 14（2002）年に「長野県男女共同参画社会づくり条例」

が制定されたことに伴い、新たな目標値の設定により実効性のある施策の展開を目指すため、

計画の一部改正が行われました。 

   平成 19（2007）年には、「地域組織の意思決定への女性の参画」などを重点プロジェ

クトとした「第２次長野県男女共同参画計画」が策定されました。 

 

   

 

第
１
章

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

－ 4－ － 5－



 
 

③第３・４次長野県男女共同参画計画の策定 

   平成22（2010）年には、社会環境の変化や第２次計画の課題を踏まえ、平成27（2015）

年を施策の目標年度とする「第３次男女共同参画計画」が策定され、重点プロジェクトとし

て「女性の活躍支援」や「ワーク・ライフ・バランス※7の推進」などが掲げられました。 

   平成 28（2016）年２月には、女性活躍推進法※3の施行を受け、女性の力を最大限に発

揮できる施策を盛り込んだ、「第４次男女共同参画計画」が策定されました。 

   現在、「第４次男女共同参画計画」（平成 28年度～令和 2年度）をもとに、諸施策が推

進されているとともに、第 5次計画の策定に向けた準備が進められています。 

 

(４)飯綱町の動き 

  ①第１次飯綱町総合計画  ～住民と共動による取り組み～ 

   平成 17（2005）年 10 月に誕生した飯綱町では、平成 19（2007）年４月に策定し

た「第１次飯綱町総合計画」において、住民との共動による男女共同参画の社会づくりの構

築を掲げ、男女の社会における対等なパートナーシップを目指した人権教育の推進を軸に、

それぞれの分野で男女共同参画の意識啓発などを進めてきました。 

 

  ②男女共同参画計画策定に向けた町民意識調査の実施 

   平成 22（2010）年７月、飯綱町男女共同参画計画策定に向けて、20 歳以上の男女合

わせて 1000人を対象に町民意識調査を実施しました。 

 

  ③男女共同参画計画策定委員会の設置と「飯綱町男女共同参画計画」の策定 

   平成 22（2010）年８月、各種団体の代表 14名による策定委員会を設置し、町民意識

調査の分析、課題の整理及び計画の素案づくりを行い、平成 23（2011）年 4月に本計画

を策定しました。 

 

  ④男女共同参画計画推進委員会の設置 

   平成 23（2011）年８月、飯綱町における男女共同参画社会の形成を推進することを目

的に飯綱町男女共同参画推進委員会が設置されました。男女共同参画に関する町民意識の把

握やさまざまな課題を分析しながら、男女共同参画計画の施策内容の検討や進捗状況の管理

等を行っています。 

 

⑤「飯綱町男女共同参画計画」の改訂 

平成 28（2016）年 12月、人口減少社会の克服と地方創生を目指す「飯綱町まち・ 

ひと・しごと創生総合戦略」と「女性活躍推進法」の施行を受け、本計画の改訂を行い女性 

の活躍を推進する施策を盛り込みました。また、改定にあたり 20歳以上の男女合わせて 

200人を対象に町民意識調査を実施しました。 

 

  ⑥第 2次男女共同参画計画策定に向けた町民意識調査の実施 

令和 2（20２0）年５月、第 2次飯綱町男女共同参画計画（令和 3年～）策定の基礎資 

料とするため、20歳以上の男女合わせて 700人を対象に町民意識調査を実施し、同年 9 

月、調査報告書を一般に公表しました。 
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第２章 計画の体系 

１ 基本理念                          

「男女が共に輝く、豊かな町を目指して」 
男女がお互いの人権を尊重し、責任を分かち合って支えあい、性別により制約されることなく

豊かに暮せる町を目指したいことから基本理念を「男女が共に輝く、豊かな町を目指して」と掲

げました。一人ひとりが男女共同参画の意識を持ち、男女ともに個性と能力を発揮できるように

家庭や地域社会、企業を含めたすべての町民と行政が一体となって計画を推進します。 
 

２ 基本目標                            
（１）男女共に認めあう意識づくり 

 
  

   

 

 

 

   

 

 

  

（２）男女共に活躍できる環境づくり【女性活躍推進】 

 

 

 

 
 

（３） 男女
と も

に安らぐ生活づくり 

 

 

 

 

（３）男女共に健やかで安心できる生活づくり 

 

 

 

 

  

 男女共同参画社会の実現のためには、夫婦に限らず家庭、地域等も含めた広い分野で、男性と

女性がそれぞれ持っている性の特徴を認め合うことが必要であり、家庭、地域社会、企業、行政

が一体となって取り組まなければなりません。令和 2年度に実施した町の住民意識調査では、男

女の平等感について、依然、平等に思っていないと回答した割合の方が高い状況です。このよう

なことから、行政では、男女平等意識や男女共同参画意識の定着、性別による固定的役割分担意

識※1の解消に向けて、講演会や講座等の開催、住民への情報提供等、あらゆる年代層への効果的

な普及啓発を図る必要があります。 

また、各家庭では、男女平等、男女共同参画の視点に立った家庭生活、家庭教育等に努めてい

ただくよう理解の促進や意識改革が求められます。 

また、地域では根強く存在する社会通念やしきたりなどによる不平等感について、地域全体で

考え、必要に応じて見直すことが求められます。 

生涯にわたり心身ともに健康でいきいきと暮せることは、すべての人々の望みであり自立して

生きていくための基本的な要件です。男女がお互いの身体的特徴を正しく理解し合い、それぞれ

の健康状態に応じて適切な自己管理が行えるようにするための支援や健康の保持増進を図るため

の事業の実施など、生涯を通じた健康づくりの推進を図ります。 

また、男女がお互いにその人権を尊重することは、男女共同参画社会を形成する上での大原則

です。女性に対する性暴力、配偶者等からの暴力（ＤＶ）※8、セクシュアル・ハラスメント※9等

あらゆる暴力は決して許されることではなく重大な人権侵害です。男女間のあらゆる暴力を根絶

するための啓発を行うとともに、被害者への支援体制の充実を図ります。 

 また、近年続発する自然災害等により防災意識が高まるなか、被災時における男女のニーズの

違いにより配慮が必要であることが分かりました。女性の視点や意見を反映させ、地域の防災・

災害対応力の強化を図ります。 

男女がそれぞれの個性を活かしながら、住みよい社会を形成していくためには、行政や地域活

動など様々な分野における政策、方針決定過程に女性の参画を進めることが必要です。行政では、

審議会等の女性委員の積極的な登用を推進してきましたが、いまだ十分な状況ではありません。

引き続き、積極的な登用に努めるとともに、女性が参画しやすい環境づくりと女性自身の参加意

識の醸成を進めるための取り組みが必要であり、家庭や地域では女性が参画しやすい協力態勢を

整えるなど、地域ぐるみの理解、推進が求められます。 

また、少子高齢化や人口減少が進む中、働く場などでのさらなる女性の活躍が必要とされてい

ます。男女共に働きたい人が働きやすい社会となるためには、男女が共に支えあい仕事と家庭の

両立を図ることが重要であり、そのための労働環境の整備や労働するための支援が必要です。 

引き続き、男女が共に働きやすい環境づくりを推進するための啓発と、働きながら安心して育児、

や介護等に携わっていける環境整備、職場復帰や再就職等への支援に取り組みます。 

第
２
章

計
画
の
体
系

－ 6－ － 7－



 

３ 施策の方向と内容                     
       

基本目標        施策の方向            具体的な施策 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）男女平等意識を高める
ための教育の推進 

⑤家庭・地域における学習機会の 

充実 
    
⑥学校、保育園等における男女 

平等・人権教育の推進 
 
⑦男女平等教育に関する研修 

３ 男女共に 

健やかで 

安心できる 

生活づくり 

（８）地域防災における 
男女共同参画の推進 

１ 男女共に 

認めあう 

意識づくり 

⑲あらゆる暴力を防止するための 

啓発推進 
 
⑳被害者救済のための支援体制の 

充実 

（３）政策・方針決定の場 
への女性の参画促進 
【女性活躍推進】 

⑭子育て支援サービスの充実 
 
⑮介護・福祉サービスの充実 
 
⑯再就職・職場復帰・創業のため 

の情報提供及び支援 

（５）仕事と家庭生活が 
両立できる環境整備 
と就労支援 
【女性活躍推進】 

①広報・啓発活動の推進 
 
②住民意識調査の実施と分析 
 
③講演会や講座等の開催 
 
④家庭・地域における性別による 

固定的役割分担意識の見直し 

２ 男女共に 

活躍できる 

環境づくり   

【女性活躍推進】 

（７）男女間のあらゆる 
暴力の根絶 

⑧審議会・委員会等への女性の 

参画促進 
  
⑨地域活動への女性の参画促進  
⑩企業や各種団体等における管理 

職等への女性の登用促進  
⑪町役場をモデルとする男女共同 

参画の職場づくり 

 

男 

女 

が 

共 

に 

輝 

く 

、
豊 

か 

な 
町 

を 

目 

指 

し 

て 

（１）男女共同参画意識の
醸成と男女平等への
意識改革 

㉑防災関係組織等への女性の参画 

推進 
 

㉒女性の視点を活かした防災・ 

災害対策の推進 

⑰男女の心と体の健康支援 
 
⑱性と生殖に関する理解の促進 
 

（６）生涯を通じた健康 
づくりの推進 

（４）働く場における男女 
平等の実現 
【女性活躍推進】 

⑫関連法令等の周知と遵守のため 
の啓発 

 
⑬農業・商工業・観光業に従事 

する女性への支援 
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第３章 計画の内容 

基本目標 １ 男女共に認めあう意識づくり             

施策の方向（１）男女共同参画意識の醸成と男女平等への意識改革 

○ 現状と課題 ○ 

 町では、一般住民を対象とした人権や男女共同参画に関する講演会・講座等の開催や女性団体

の会員の皆様を対象に県などが主催する研修会等への参加、広報などによる啓発活動等により、

男女平等や男女共同参画意識を高めるための取り組みを行ってきました。 

令和 2 年度に実施した意識調査では「男女の平等感」について「平等になっている（“どち

らかと言えば”を含む）」と回答した割合が 42.1%で「平等になっていない（“どちらかと言

えば”を含む）」と回答した割合 49.6％より低い状況であり、5 年前に実施した前回調査と同

じ割合であることから、男女平等意識の定着が進んでいないことが伺えます。また、男女別の回

答では、「平等になっている（“どちらかと言えば”を含む）」と感じている割合が女性よりも

男性の方が高く、男女間で意識に差があることも示しています。 

また、「社会全体や分野ごとの男女の地位の差」について「男性の方が優遇されている（“ど

ちらかと言えば”を含む）」と回答した割合が「政治や行政」で 69.1%、「社会通念・慣習・

しきたり」で 79.4%と特に高く、「社会全体」をみても 70.1%と高い状況にあります。 

また、「性別役割分担意識」をみると「男は仕事、女は家庭という考え方」について反対する

割合は 70.2％で前回調査の 60.5％から上昇しており意識の改善が見られるものの、家事等の

分担割合をみると“食事づくり”や“食事の後片付け”“掃除”“洗濯”などは依然女性が分担

している割合が特に高く、前回調査から男性意識の改善も見られるものの、引き続き男女平等意

識の醸成が必要な状況にあります。 

社会通念や慣行、しきたりなどにより、人々の意識の中に長い時間をかけて形成された性別に

よる固定的役割分担意識※1は男女共同参画社会の実現にとって大きな障害の一つとなります。意

識改革や意識の醸成は簡単にできることではありませんが、引き続きより効果的な啓発事業を推

進していくとともに、家庭や地域全体で考え、必要に応じて見直すなど、できることから実行し

ていくことが大切です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4.0%

5.1%

3.1%

38.1%

43.4%

33.7%

31.5%

30.9%

32.1%

18.1%

16.6%

19.4%

6.9%

3.4%

10.2%

1.3%

0.6%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

男女平等になっている どちらかといえば、男女平等になっている

どちらかといえば、男女平等になっていない 男女平等になっていない

わからない 無回答

● 男女の平等感について  

【令和 2 年度意識調査】 

第
３
章

計
画
の
内
容

－ 8－ － 9－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.8%

3.2%

11.7%

10.4%

24.0%

10.4%

23.7%

12.5%

39.2%

10.4%

41.3%

29.1%

45.1%

29.3%

55.7%

57.6%

36.0%

61.1%

23.5%

27.7%

14.1%

35.7%

8.5%

16.0%

5.3%

1.3%

4.8%

1.6%

1.6%

3.5%

1.9%

1.9%

3.2%

1.1%

1.9%

0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

0.8%

5.6%

20.8%

15.2%

24.0%

12.8%

17.3%

7.7%

9.9%

1.9%

2.1%

1.6%

2.4%

1.9%

3.2%

1.9%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭生活では

学校教育

の場では

職場では

地域活動

の場では

政治や

行政では

法律や制度

の上では

社会通念・慣習・

しきたりでは

社会全体として

男性の方が

優遇されている

どちらかと言えば

男性の方が優遇

されている

差はない どちらかと言えば

女性が優遇され

ている

女性の方が

優遇されている

わからない 無回答

 

1.3%

1.7%

1.0%

24.5%

26.9%

23.0%

23.5%

22.3%

25.0%

46.7%

45.7%

47.4%

2.7%

2.3%

2.0%

1.3%

1.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない

そうは思わない わからない 無回答

● 社会全体や分野ごとの男女の地位の差  

● 「男は仕事、女は家庭」という考え方について  

【令和 2 年度意識調査】 

【令和 2 年度意識調査】 
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【令和 2 年度意識調査】 

● 夫と妻の家庭生活での家事等の分担について  

 

8.9%

5.7%

0.7%

1.4%

1.1%

1.8%

21.1%

0.7%

0.7%

20.0%

36.1%

13.2%

1.1%

5.4%

5.7%

3.2%

3.6%

23.2%

0.7%

0.7%

37.9%

48.2%

31.8%

11.1%

22.1%

25.0%

18.9%

40.0%

26.1%

54.3%

38.6%

27.9%

2.1%

24.3%

36.8%

32.9%

29.3%

27.9%

25.4%

10.7%

22.5%

21.1%

4.3%

1.4%

22.9%

47.5%

35.7%

35.4%

47.1%

25.7%

15.4%

12.1%

11.4%

6.1%

0.4%

0.4%

0.4%

1.1%

0.7%

0.7%

1.1%

5.0%

21.8%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭における

重大問題の決定

家計の管理

食事づくり

食事の後片づけ

掃除

洗濯

買い物

ゴミ出し

子どものしつけや

家庭教育

家族の介護

自治会等地域

でのつきあい

夫の役割 どちらかといえば夫の役割 夫と妻と同程度

どちらかといえば妻の役割 妻の役割 わからない
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 具体的な施策 施策の内容 関係課等 

 

① 

 

広報等による 

啓発活動の推進 

町広報紙や町ホームページ等さまざまな媒体を通じて、

男女共同参画の理解を深め、実践につなげるための情報

を発信します。 

（重点期間：6/23～29 男女共同参画週間※10） 

関係各課 
 
教育委員会 

（生涯学習係） 

② 
住民意識調査の 

実施と分析 

町民を対象に男女共同参画に関する意識調査を実施し、

結果の分析とそれに対応した効果的な各種施策を行う

ための基礎資料とします。また、分析の結果から「（仮

称）飯綱町男女共同参画社会づくり条例」の制定を検討

します。 

教育委員会 

（生涯学習係） 

③ 

 

講演会や講座等

の開催 

○男女平等意識の醸成や男女共同参画の理解を深める

ための講演会、講座等を開催し、より多くの町民が参加

できるよう内容の充実に努めます。 
 

○県や女性団体等が主催する男女共同参画に関連する

講演会やセミナー等の情報を提供し参加を促します。 
 

○講演会、講座等を開催する際は、子育て中の男女が学

習する機会を確保できるよう託児を積極的に取り入れ

ます。 

教育委員会 

（生涯学習係） 

④ 

家庭・地域にお

ける性別による

固定的役割分担

意識の見直し 

家
庭
に
お
け
る
見
直
し 

○性別による固定的役割分担意識※1に気づき、性

別にかかわらず、お互いの個性と能力を認め合

い、共に責任を分かち合って、家事・育児・介護

等を協力して担うことができるよう啓発活動に

努めます。 

保健福祉課 
 

子育て支援センター 
 

教育委員会 

（生涯学習係） 

○男女共同参画を推進するための講演会や講座、

地域や公民館の学習会などへの積極的な参加を

促進します。 
 

○公民館図書室に一般貸し出し用として男女共

同参画に関する啓発図書を整備していきます。 

教育委員会 

（生涯学習係） 

地
域
に
お
け
る
見
直
し 

○地域において、古くからのしきたりや慣習にと

らわれることなく、男女がともに地域活動等に参

画できるようにするための見直しが促進される

よう啓発活動に努めます。 

総務課 

○地域の諸団体（区や組、公民館等）の役員の方

の男女共同参画の理解を深めるための講演会、講

座等への積極的な参加を促します。 
 

○学習会等での啓発用として、貸し出し用の視聴

覚教材（DVD等）を整備していきます。 

教育委員会 

（生涯学習係） 
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施策の方向（２） 男女平等意識を高めるための教育の推進 

○ 現状と課題 ○ 

 男女共同参画社会を実現していくためには、幼少期からの教育や学習の役割は大変重要です。 

教育の基盤である家庭では「男の子だから、女の子だから」といった固定的概念にとらわれず

自然と男女平等感が形成されていくように、家族としてお互いを認め合う、人権を尊重した家庭

づくりを進めていくことが大切です。意識調査では「“男の子は男の子らしく、女の子は女の子

らしく”という育て方についてどう思うか」という質問に対し「そう思う（“どちらかと言えば”

を含む）」と回答した割合が 46.7%と否定的意見とほぼ同数となっており、引き続き家庭での

男女平等を進めるための啓発活動が必要です。 

また、意識調査の男女共同参画に関連する法律や制度、言葉等の認知度を聞いた質問では、 

「ジェンダー」など、いまだ認知度が低く、理解が進んでいない項目もみられます。人権尊重や

男女共同参画に対して、幅広い年代層の住民に身近な問題として関心を持ってもらうとともに、

理解を深めていただくよう生涯を通じて学ぶことができる学習機会の提供、充実が引き続き必要

です。 

学校や保育園（幼稚園）等における男女平等に関する教育は、幼児・児童・生徒の心身の発達

に応じて、全ての教育活動に必要なことです。意識調査では「男女平等の人間関係をつくるため

に学校教育の場で力を入れるべきことは何か」という質問に対し、回答が最も多かったのが「学

校での指導において男女の別なく個性を活かせるように配慮する」で、続いて「男女平等の意識

を育てる授業をする」となりました。今後も性別にとらわれず、男女が等しい機会を得られ、一

人ひとりが自らの能力を最大限に発揮できる教育の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.4%

14.3%

7.1%

36.3%

37.7%

34.2%

19.2%

18.9%

19.9%

27.7%

23.4%

31.6%

4.0%

4.0%

4.1%

2.4%

1.7%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない

そうは思わない わからない 無回答

● 「男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく」という育て方について  

【令和 2 年度意識調査】 
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【令和 2 年度意識調査】 

 

14.4%

29.6%

5.9%

16.3%

34.4%

17.1%

3.2%

48.8%

48.0%

47.7%

51.2%

32.5%

32.8%

56.0%

41.9%

16.0%

43.7%

43.5%

20.8%

12.3%

33.1%

21.1%

5.1%

28.0%

20.0%

4.8%

4.8%

15.7%

5.9%

26.7%

26.9%

3.2%

11.5%

59.5%

1.9%

2.9%

1.3%

1.1%

1.9%

2.9%

1.3%

1.6%

1.3%

0.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男女共同

参画社会

男女雇用

機会均等法

女性活躍

推進法

ジェンダー

育児休業制度

介護休業制度

家族経営協定

セクシュアル・

ハラスメント

ドメスティック

・バイオレンス

内容まで知っている 少しは知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない 無回答

● 用語や制度の認知度について  

※5 

※4 

※3 

※11 

※8 

※9 
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 具体的な施策 施策の内容 関係課等 

⑤ 
家庭・地域におけ

る学習機会の充実 

○地域や公民館等による男女共同参画について理解を

深めるための学習会等の開催を支援し促進します。 
 

○区や組、公民館事業等における学習機会のひとつとし

て県や町の担当職員による男女共同参画に関する出前

講座の積極的な活用を促します。 
 

○男女共同参画の理解と実践のために活動を行う女性

団体・グループ等の育成及び支援を行います。 

教育委員会 

(生涯学習係) 

⑥ 

学校、保育園等に

お け る 男 女 平

等・人権教育の推

進 

性別による固定的な意識※1を植え付けないよう配慮し、

個性や発達を尊重した教育・保育を実施します。また、

男女共同参画の視点に立った性教育及び人権教育を推

進し、一人ひとりの適性と個性を尊重した指導を推進し

ます。 

小中学校 

 

保育園 

⑦ 
男女平等教育に

関する研修 

教職員や保育士等の人権尊重や男女共同参画について

の理解を深めるための研修を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.5%

31.8%

8.0%

23.4%

12.6%

9.5%

1.0%

3.0%

1.1%

9.6%

31.1%

8.0%

21.8%

12.9%

10.5%

1.2%

3.5%

1.4%

9.5%

32.5%

7.8%

24.9%

12.4%

8.5%

0.9%

2.6%

0.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

出席簿や並び方の順番など、

男女を分ける慣習をなくす

学校での指導において、男女の

別なく個性を生かせるように配慮する

教職員に対して、男女共同

参画に関する研修を充実する

男女平等の意識を

育てる授業をする

管理職（校長や教頭）に

女性を増やしていく

保護者会などを通じ、

男女平等教育を啓発する

その他

わからない

無回答

全体

男性

女性

● 男女平等の人間関係をつくるために、学校教育の場で力を入れるべきこと  

【令和 2 年度意識調査】 
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基本目標 ２ 男女共に活躍できる環境づくり【女性活躍推進】   

施策の方向（３） 政策・方針決定の場への女性の参画促進【女性活躍推進】 

○ 現状と課題 ○ 

町では、まちづくりの政策・方針決定の場への女性の参画を促進するため、町第２次総合計画

並びに第１次男女共同参画計画に基づき、審議会等への女性委員の積極的な登用を進めてきまし

たが、現在のところ全体として目標値の 30%には届いていません。引き続き、女性委員登用の

一層の推進が必要です。 

地域社会における女性の参画状況についても、依然進んでいないのが現状です。意識調査では

「現在参加している活動について」の質問に対し、男女別の回答割合をみると、いずれも「町内

会・自治会・公民館などの地域組織の活動」と回答した割合が最も高くなりましたが、男性が女

性よりも 14.7ポイント高く、「参加している活動はない」と回答した割合では女性が男性より

も 18.2ポイント高いという結果となっており、女性の社会活動等への参加を促進するための啓

発等が必要です。  

また、「女性が自治会等の役員になることについてどう思うか」という質問に対して「大変よ

い」「多少いてもよい」と回答した割合が合わせて 9 割を超えており、意識が高いにもかかわ

らず、現実はほとんど女性役員がいない状況です。また「自治会の長、PTA 会長など方針決定

の過程に女性が少ない理由は何か」という質問に対しては「男性が担うことがしきたりや慣習に

なっているから」という回答が最も多く、続いて「女性自身が責任ある役職に就くことに消極的

であるから」となっており、古い慣習やしきたりなどによる性別による固定的役割分担意識※1

の解消と女性も積極的に参画する意識を強く持つことが必要であり、参画するための支援体制を

整えることも求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 
目標値

（％） 

女性委員を含む 

審議会等の数 

（審議会等の総数） 

審議会等の 

女性委員の数 

（委員の総数） 

女性比率

（％） 

平成 28 年度 ３０ ９（１１） ２２（１０１） ２１．８ 

平成 29 年度 ３０ １０（１０） ２６（１０９） ２３．９ 

平成 30 年度 ３０ ８（ ９ ） ２２（ ９４ ）  ２３．４ 

令和 元 年度 ３０ ８（１０） ２１（１０１） ２０．８ 

令和 2 年度 ３０ ８（１０） ２１（１０１） ２０．８ 

 

 

【町教育委員会資料】 
 

● 飯綱町の審議会等における女性委員の比率の推移 （各年度 4月 1日現在） 
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【令和 2 年度意識調査】 

 

65.9%

77.1%

56.1%

24.5%

16.0%

31.6%

1.3%

1.1%

1.5%

6.9%

4.6%

9.2%

1.3%

1.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

大変良い 多少いても良い 良いとは思わない わからない 無回答

● 女性が自治会等の役員になることについて  

【令和 2 年度意識調査】 

 

39.7%

9.2%

9.2%

3.5%

3.5%

1.7%

4.2%

27.1%

1.9%

46.9%

7.1%

15.4%

1.2%

5.4%

1.7%

2.9%

18.3%

1.2%

32.2%

11.2%

3.0%

6.0%

1.7%

1.7%

5.2%

36.5%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

町内会、自治会、公民館

などの地域組織の活動

PTAなどの子育てや

教育に関する活動

農業関係団体などの農業・

農村振興に関する活動

食生活改善などの

保健・福祉に関する活動

環境保全や自然保護

などの環境に関する活動

NPOの活動

その他の活動

参加している活動はない

無回答

全体

男性

女性

● 現在参加している活動について  
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 具体的な施策 施策の内容 関係課等 

⑧ 
審議会・委員会等

への女性の参画

の促進 

町政に対する女性の参画機会を拡大するため、「審議会

等の設置及び運営等に関する指針（平成 24年内規）」

の徹底を図り、委員の 30%以上を目標に女性委員の登

用を積極的に進めます。 

関係各課 

⑨ 
地域活動への女

性の参画促進 

○区や組、PTA、公民館等、地域活動への女性の参画を

促すため、性別による固定的役割分担意識※1の解消と女

性の積極的な参画意識を醸成するための啓発を行いま

す。 
 

○地域活動における方針決定の場への女性の積極的登

用を推進するための啓発を行います。 

教育委員会 

（生涯学習係） 

⑩ 

企業や各種団体

等における管理

職等への登用促

進 

町内の企業や各種団体等において、管理職等への登用な

ど経営や方針決定の場への参画を促進するための啓発

を行い、理解と取り組みを求めます。 

教育委員会 

（生涯学習係） 

⑪ 

町役場をモデル

とする男女共同

参画の職場づく

り 

飯綱町役場においては、女性活躍推進法※3に基づく特定

事業主行動計画※12 を策定しており、女性職員の活躍推

進に向けた職場づくりに取り組んでいます。女性の活躍

について地域の先頭に立ってリードする役割を担うた

めにも、女性の人材育成や管理職等の登用推進、男女の

仕事と育児・介護との両立、働き方改革による家庭生活

や地域活動等の充実を図ります。 

総務課 

 
【令和 2年度意識調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.2%

24.1%

9.8%

9.8%

22.9%

13.8%

1.5%

19.9%

24.2%

9.9%

9.0%

22.2%

13.2%

1.6%

16.5%

24.3%

9.6%

10.7%

23.4%

14.5%

1.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

役員決定をはじめとして

男性主体の組織運営が

されているから

自治会などの団体の代表は

男性が担うことがしきたりや

慣習になっているから

家族の支援・協力が

得られないから

家庭・職場・地域における

性別役割分担意識や

性差別の意識があるから

女性自身が責任ある役職に

就くことに消極的であるから

女性の参画を積極的に進めようと

意識している人が少ないから

その他

全体

男性

女性

● 自治会の長、PTA 会長など方針決定の過程に女性の参画が少ない理由について  

役員決定をはじめとして 

男性主体の組織運営が 

されているから 

自治会などの団体の代表

は男性が担うことがしきた

りや慣習になっているから 

家族の支援・協力が 

得られないから 

家庭・職場・地域における 

性別役割分担意識や 

性差別の意識があるから 

女性自身が責任ある役職に 

就くことに消極的であるから 

女性の参画を積極的に進めよう

と意識している人が少ないから 
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施策の方向（４）働く場における男女平等の実現【女性活躍推進】 

○ 現状と課題 ○ 

 女性の就業者数や就業率は年々増加しており、今後も少子高齢化や人口減少時代にあってます

ますの活躍が期待されています。 

 働く場における男女平等や女性活躍の状況は、法律や制度などの整備により、一定の前進はあ

るものの、いまだ不平等感があることや活躍するための環境整備が十分ではないというのが実状

です。意識調査において「職場での男女平等について」待遇や環境などを項目ごとに質問したと

ころ「昇進・昇格」と「幹部への登用」については「（男女の）差はない」と回答した割合より

も「男性の方が優遇されている（“どちらかと言えば”を含む）」と回答した割合のほうが特に

高くなっており、不平等感が強く、改善のさらなる促進が必要な状況です。職場での待遇等につ

いては、過去の調査結果から比較すると全体的に「差はない」と回答した割合が上昇しており、

改善傾向が見られますが、引き続き、企業等への関連法令等の情報提供や遵守のための啓発など

により、女性の職域拡大と職場環境や待遇等の改善などへの理解と取り組みの促進を図る必要が

あります。 

また、自営による農業、商工業、観光業等に従事する女性は、経営や生産の実質的な担い手と

して重要な役割を果たしていますが、経営や生産が家庭生活と密接につながっていることから、

労働の対価としての収入や労働時間、休暇などの条件が不明確になりがちです。女性に過度の負

担がかからないよう家庭内であっても労働条件に関する取り決めを行い、男女が対等なパートナ

ーとして経営を支え、責任を分かち合うという意識の醸成を図ることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.3%

7.3%

11.9%

15.2%

6.4%

1.4%

0.5%

0.5%

0.9%

17.6%

23.3%

31.7%

35.9%

14.1%

9.7%

7.8%

3.7%

0.5%

55.6%

53.9%

38.5%

28.6%

55.9%

73.7%

73.5%

76.3%

72.9%

2.3%

0.9%

0.5%

0.9%

10.0%

0.9%

2.3%

8.7%

1.4%

1.4%

1.4%

2.7%

0.5%

0.9%

2.3%

5.5%

14.8%

14.6%

16.1%

18.0%

10.9%

13.8%

17.4%

15.1%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

募集や採用

賃金

昇進・昇格

幹部への

登用

仕事の内容

教育訓練

・研修

退職・解雇

福利厚生

休暇の取得

男性の方が優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

差はない どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

● 職場での男女平等について  

【令和 2 年度意識調査】
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 具体的な施策 施策の内容 関係課等 

 

⑫ 

 

関連法令等の 

周知と遵守の 

ための啓発 

男女雇用機会均等法※5、育児・介護休業法※13、女性活躍

推進法※3等の労働関係法をはじめとする男女共同参画の

視点に立った労働に関する情報等を提供し、女性も男性

もその能力を十分に発揮できる機会と待遇が確保される

環境が整備されるよう、企業や事業所等への普及・啓発

に努めます。また、町民には制度の趣旨や内容の周知を

図ります。 

教育委員会 

（生涯学習係） 

 

⑬ 

 

農業・商工業・

観光業等の自営

業に従事する女

性への支援 

○各産業分野における施策、方針決定の場に女性が参画

できる環境が整備されるよう、関係団体等への普及啓発

に努めます。 
 

○女性の経営参画や労働環境等の負担軽減について家族

で話し合うなど、男女が共にパートナーとして携わって

いける体制づくりを進めるための意識啓発を図ります。 

教育委員会 

（生涯学習係） 

○農業従事者については、家族経営協定※11の締結を支援

し、農業経営に参画できる環境の整備を促進します。 

産業観光課 

（農業委員会） 

○商工、観光業従事者についても、農業従事者が行って

いる家族経営協定を基本とした内容の取り組みを推進し

ます。 

教育委員会 

（生涯学習係） 

[商工会] 

  [観光協会] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.3%

10.0%

15.8%

34.1%

36.7%

14.3%

25.0%

6.3%

3.3%

10.5%

8.9%

12.5%

7.9%

16.7%

15.8%

7.3%

14.3%

12.5%

7.9%

3.3%

5.3%

9.8%

8.2%

14.3%

12.6%

16.7%

21.1%

13.8%

2.0%

14.3%

12.5%

25.5%

33.3%

21.1%

17.9%

42.9%

14.3%

25.0%

10.5%

16.7%

10.5%

8.1%

10.2%

28.6%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

自営業

（自営業主）

自営業

（家族従事者）

勤め人

（常勤・ﾌﾙﾀｲﾑ）

勤め人

（ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ）

会社、団体等の

経営者等

その他

賃金が安い 労働時間が長い 休日が少ない 職場の人間関係が悪い

仕事の量が多すぎる ない その他

● 就業者の仕事をする上での不安・不満や悩みについて（職業別回答）  

【令和 2 年度意識調査】 
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施策の方向（５）仕事と家庭生活が両立できる環境整備と就労支援【女性活躍推進】

○ 現状と課題 ○ 

誰もがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たす一方で、子育て・介護の時

間や、家庭、地域、自己啓発等にかかる個人の時間を持てる健康で豊かな生活ができるよう、仕

事と生活の双方の調和（ワーク・ライフ・バランス）※7の実現が求められています。 

意識調査において「仕事、家庭生活、地域・個人の生活の優先度」について、理想と現実のそ

れぞれを質問したところ「理想」では「仕事と家庭生活と地域・個人の生活を全て尊重」が 34.4%

で最も多い回答となりましたが「現実」では 10.1％に留まり、“理想”とする生活と“現実”

との間にギャップが生じている状況にあります。 

また、女性の中には、働く意欲があるにもかかわらず、育児・介護などの理由で就業や再就職

に結び付けることができず、働く場での活躍が損なわれているケースがあります。意識調査では 

「女性が仕事を続けていく中で障害となっているもの」について「家事や育児との両立が難しい」

が 25.9%で最も回答が多く、次に「高齢者や病人など介護・看護があること」が 18.1％とな

っています。そこには男性の家庭生活への参画が求められますが、意識調査では「男性が女性と

共に育児・介護に参加していくために重要になること」についての質問に対して「男性自身が育

児や介護に取り組む意識を持つこと」が 40.3%で最も回答が多く、続いて「男性が育児休暇・

介護休暇制度を利用しやすくなること」が 32.3％となっています。 

このようなことから、仕事と家庭を両立するためには家族の中で家事・育児・介護を担い合う

意識を持つことが重要であり、それぞれのニーズに対応した支援体制を充実させていくことが必

要です。また、結婚・出産・育児・介護等で離職したものの、その後再就職や創業（起業）を希

望する女性に対して、就業促進と職域拡大に向けた支援の充実が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3%

22.4%

14.9%

18.7%

2.7%

4.5%

28.3%

22.4%

2.1%

4.8%

7.7%

6.9%

34.4%

10.1%

4.5%

6.4%

4.0%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理

想

現

実

「仕事」優先 「家庭生活」優先

「地域・個人の生活」優先 「仕事」と「家庭生活」を優先

「仕事」と「地域・個人の生活」を優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を全て尊重 わからない

無回答

● 仕事、家庭生活、地域・個人の生活の優先度について  

【令和 2 年度意識調査】 
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32.3%

36.0%

29.6%

4.0%

5.7%

2.6%

40.3%

37.7%

41.8%

5.1%

4.6%

5.1%

13.1%

10.9%

15.3%

1.9%

1.1%

2.6%

1.6%

1.7%

1.5%

1.9%

2.3%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

男性が育児休暇・介護

休暇制度を利用しやすく

なること

男性のための育児や

介護講座を充実すること

男性自身が育児や

介護に取組む意識を

持つこと

男性が気軽に育児や

介護の問題について

相談できる窓口を設ける

家族の間で育児や

介護について十分に

話し合う

その他

わからない 無回答

●男性が女性とともに育児・介護に参加していくために必要なことについて  

 

25.9%

26.0%

25.9%

15.2%

16.2%

14.4%

18.1%

15.2%

20.9%

7.7%

7.1%

8.1%

6.9%

7.3%

6.5%

6.4%

8.3%

4.6%

9.7%

9.5%

9.8%

7.2%

7.5%

6.9%

0.9%

1.4%

0.4%

0.7%

0.4%

1.0%

1.3%

1.0%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

家事や育児との

両立が難しい
育児休業制度・介護休業制度

など企業（会社）の労働環境

整備が図られていない

高齢者や病人など

介護・看護があること

家族の協力や理解が

得にくいこと

企業（会社）は女性が

結婚・出産後も仕事を

続けることを嫌う

企業（会社）が女性に

責任のある仕事を任せない

男性に比べて賃金が低く、

職種も限られている

結婚や出産のとき

退職の慣行がある

その他

●女性が仕事を続けていくなかで障害となっていると思われること  

【令和 2 年度意識調査】 

【令和 2 年度意識調査】 
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 具体的な施策 施策の内容 関係課等 

⑭ 

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

保育サービ

スの充実 

多様化する保育ニーズに対応した各種保育サービス事

業を継続し、充実を図ります。 

 延長保育事業、一時保育事業、病児・病後児保育事

業、未満児保育事業、障がい児保育事業、おひさま

広場（保育園園開放） 等 

教育委員会 

(こども保育係) 
 
保育園 

子育て支援
センター事
業の充実 

子育て支援の拠点施設として、子育て親子の交流の場

を提供し、子育てについての相談、情報提供を行うと

ともに、子育て講座やイベント企画運営などの事業の

実施と充実を図ります。 

 親子ふれあい教室、なかよし広場（育児・健康・栄

養・発達相談、各種イベントを兼ねる）、わくわく

子育て講座、子育て相談事業、幼児安全法講習会 等 

教育委員会 

(子育て支援係) 

  

 

子育て支援  

センター 

 

 
男性の子育
て参加の促
進 

男性を対象とした育児講座（イクメンパパの会）を開

催し、子育てへの男性参加の促進を図ります。なお、

内容等については、男性が気軽に参加できるよう配慮

します。 

ファミリー
サポートセ
ンター事業
の推進 

きめ細かい子育てニーズに対応するため、子育ての手

助けをしてほしい方と地域の子育ての手伝いをしたい

方が会員登録し、休日を含めて必要に応じた子育て支

援ができるファミリーサポートセンター事業の利用促

進を図ります。なお、令和 3 年５月に運営を開始する

新子育て支援センターの施設内に託児の専用スペース

を設け、当事業の拠点とします。 

教育委員会 

(子育て支援係) 

 

子育て支援  

センター 

放課後児童
クラブ事業
の促進 

保護者が就業等により昼間家庭に居ない、小学校に就

学している児童に対し、授業の終了後や休校日等に学

童保育として利用できる放課後児童クラブの利用促進

と内容の充実を図ります。 

教育委員会 

(こども保育係) 

ひとり親家
庭への支援 

ひとり親家庭が子育てや自立した 

生活が安定して送れるよう補助や

助成制度の充実を図ります。 

家賃補助 企画課 

就学費用補助 
教育委員会 

（総務教育係） 

母子・父子家庭等

医療費助成 

教育委員会 

(子育て支援係) 

児童クラブ利用

料の軽減 

教育委員会 

(こども保育係) 

子育て家庭
への総合支
援 

全ての子どもとその家庭及び妊産婦の実情を把握し、

虐待等の要保護児童支援や特定妊婦（出産後の養育に

ついて出産前において支援を行うことが特に必要と認

められる妊婦）支援の強化を図ります。 

教育委員会 
(子育て支援係) 男女共同参

画の視点に
立った計画
の推進 

「飯綱町子ども・子育て支援事業計画」は子ども・子

育て支援法並びに次世代育成支援対策推進法に基づく

町の子ども・子育て支援にかかる総合的な計画です。

男女共同参画と密接に関係し関連する事業内容も多数

含まれるため、計画の改定、見直し等を行う際には、

男女共同参画の視点を反映するとともに、男女共同参

画計画との整合を図り、事業の推進に努めます。 
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⑮ 

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

介護に参加

しやすい環

境整備 

男女共に介護に関心を持ち、参加しやすい環境を整え

るため、介護方法や各種介護・福祉サービス等につい

ての知識や技術の習得等ができる事業の推進を図りま

す。また、訪問介護員（ホームヘルパー）等、介護に

関する資格の取得費用について助成する制度を検討し

ます。 

保健福祉課 
 

社会福祉協議会 

情報提供と

相談機能の

充実 

介護・福祉等の総合的な相談窓口として、地域包括支

援センターを中心に、介護・福祉に関する情報を収集、

提供するとともに、サービスが円滑に行われるよう相

談機能の整備、充実を図ります。 

地域包括支援

センター 

介護福祉サ

ービス基盤

の充実 

介護が必要な高齢者や障がい者が人間として尊厳をも

って生活できるよう支援するとともに、介護者の負担

軽減となる、多様なニーズに対応した介護・福祉サー

ビスの基盤整備と充実を図ります。 

保健福祉課 

男女共同参

画の視点に

立った計画

の推進 

町福祉関連計画の策定、改定、見直し等を行う際には、

男女共同参画の視点を反映するとともに、男女共同参

画計画に関連する事業については整合を図り、その事

業の推進を図ります。 

⑯ 

再
就
職･

職
場
復
帰･

創
業
の
た
め
の 

情
報
提
供
及
び
支
援 

再就職・職場

復帰に対す

る支援 

○飯綱町ワークセンター（ｉワーク）※14 の運営によ

り、子育て世帯の保護者が子どもを預けて安心して在

宅ワークができる設備と場所を提供し、就労を支援し

ます。また、就職を希望する女性に対する求人情報等

の提供や求人相談等を行います。 
 

○就職や職場復帰を希望する女性へのスキルアップ研

修会や企業、事業者等との就職面接会の開催による就

労支援を行います。 

教育委員会 
(子育て支援係) 

 

ワークセンター

（ｉワーク） 

創業 (起業 )

に対する 

支援 

創業（起業）する者に対し、その事業にかかる対象費

用の一部を補助します。また、空き店舗を活用し起業

する場合についてその事業にかかる対象費用の一部を

補助します。 

産業観光課 

 

  
 

第
３
章

計
画
の
内
容

－ 24 － － 25 －



 

基本目標３ 男女共に健やかで安心できる生活づくり            

施策の方向（６） 生涯を通じた健康づくりの推進 

○ 現状と課題 ○ 

男女がお互いの身体的特徴を正しく理解し合い、その人権を尊重することは男女共同参画社会

を実現する上で重要なことです。 

特に女性は、生涯におけるそれぞれのライフステージ（就職、結婚、出産、子育てなど節目と

なる出来事によって区分される生活環境の段階）によって、心身の状況が大きく変わるだけでな

く、生活スタイルも大きく変ります。女性自らが、各ステージにおける健康状態について正しく

理解し、適切に管理できるよう各種検（健）診や健康教育、相談体制の充実を図るとともに、ス

ポーツや文化活動などを通じて健康の保持・増進を図るなど生涯にわたる健康づくりへの支援が

引き続き必要です。また、「性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）
※15」が女性の基本的な人権として重要であり、それを自らが守り、決定していくという意識を

醸成するための啓発が必要です。 

また、LGBT※16 といったいわゆる性的少数者（セクシュアル・マイノリティー）の方は、幼

少期から自身の性のあり方や他人との違いに違和感を持ち始めると言われており、周囲の理解不

足や偏見等により社会の中で様々な不安や困難、生きづらさを抱えていると言われています。誰

もが自分らしく生きることのできる社会を目指し、多様な性についての理解を進めるための取り

組みが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：産婦検診は平成 30年 10月から、産後ケアは平成 30年８月から事業実施 

事業名 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

地区健康教室 
回数 ２７ １８ １７ １３ １９ 

参加人数 ４９０ ２２７ ２６０ １９９ ３３１ 

出前講座 
回数 ２ ４ １ ３ ３ 

参加人数 ６３ ７９ ２５ ５６ ５４ 

食生活改善推進

協議会の学習会 

回数 １０ ９ １０ １０ １０ 

参加延人数 １８４ ２０８ １７８ １８２ １７３ 

いきいき健康 

教室 

回数   １６ １５ １５ 

参加延人数   ５６２ ２４２ １４６ 

 

●飯綱町内における健康教育事業の状況 

区   分  平成 27年度 平成28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

妊娠届出数 （件） ５３ ３７ ５１ ４０ ３９ 

妊婦健診受診者数 （人） ８５ ７６ ６７ ４９ ５９ 

産婦健診受診者数 

（延べ人数） 
   ３９ ４１ 

産後ケア【訪問型】 

利用者数 （人） 
   ３ ６ 

産後ケア【訪問型】 

延べ訪問回数 （回） 
   １０ ２１ 

 【町保健福祉課資料より】 

●飯綱町内における母子保健事業の状況 

【町保健福祉課資料より】 
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●（公社）長野シルバー人材センター（飯綱班）の会員登録状況 （令和 2年 3月現在） 

検診項目 検査内容 平成27年度 平成28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

乳がん 

検診 

マンモグラフィ

検査 
２７７ ３１９ ３１０ ３９８ ４３６ 

全超音波・全視

触診検査 注 1 
５２ ４６    

超音波単独 

検査 注 2 
  ２２３ １１２ ５２ 

子宮頸がん 

検診 

細胞診 ３７４ ４２３ ３５９ ３８４ ３８３ 

HPV検査（細胞

診と併用） 
７３ １６２ １６３ １５６ １３５ 

 

区分 
会員数 

A  

累計就業人員 

B 

就業率 

B／A 

会員の年齢別分布 (人) 

64歳以下 65～69歳 70歳以上 

男 ３９人 ３９人 １００％ ０ １０ ２９ 

女 ７人 ７人 １００％ ０ ２ ５ 

計 ４６人 ４６人 １００％ ０ １２ ３４ 

 

区 分 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

いいづな大学 ３１ ３０ ２９ ３９ ４６ 

 うち男：女 女２６：男５ 女２３：男７ 女２５：男４ 女３６：男３ 女４３：男３ 

いいづな教室 ２４３ ２４７ ２４３ ２５０ ２７０ 

 

●いいづな大学・いいづな教室事業の受講状況 

●「飯綱町検診（健診）実施要綱」に基づく乳がん並びに子宮頸がん検診の状況 

（単位：人） 

注 1 平成 26年度までは乳房視・触診検診（医師の指示があった場合のみ、超音波検査）。平成 27・28年度

は受診者全員に乳房視・触診と超音波検査を実施。 

注 2 平成 29年度から 30歳代と 70歳以上の方を対象にした乳房超音波検査を実施。 

【町保健福祉課資料より】 

（単位：人） 

【町保健福祉課資料より】 

【町教育委員会資料より】 
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 具体的な施策 施策の内容 関係課等 

⑰ 

男
女
の
心
と
体
の
健
康
支
援 

健康管理と 

病気予防対策

の充実 

心身の健康管理や病気予防のための各種検（健）診や

健康相談、健康教育の充実などにより、男女それぞれ

のライフステージに応じた疾病の予防と健康の増進

を促進します。 

保健福祉課 

(健康推進係) 
生活習慣等の

改善指導 

男女それぞれのライフステージに応じた正しい生活

習慣を身につけるための食生活の改善・指導や運動習

慣等の普及・指導などの健康教育を推進します。 

健康いいづな

21の推進 

飯綱町の健康づくり計画である「健康いいづな２１」

の改定、見直し等を行う際には、男女共同参画計画と

の連携と、男女共同参画の視点を反映した計画内容と

します。 

母子保健の 

充実 

○女性特有の疾病や妊産婦・乳幼児に関する相談体制

とそれにかかわる学習の機会の充実を図ります。 
 

○不妊に関する総合的な情報提供や心理的負担を軽

減するための支援を行います。 
 

○子どもの成長や発達、家庭状況等に応じた「支援プ

ラン」を保健師が策定し、母子保健と子育て支援が連

携した一体的な切れ目のない支援を行います。 

保健福祉課 

(健康推進係) 
   
教育委員会 

(子育て支援係) 

生きがいづく

りの推進 

高齢者の社会参加と生きがい

づくりを支援します。     

社会教育事業の推進 
教育委員会 

(生涯学習係) 

ボランティア活動 社会福祉協議会 

就労機会の情報提供 保健福祉課 

介護予防教室やパワーリハビリ等による自立生活や 

人との交流のための支援を促進します。 

地域包括支援

センター 
 

社会福祉協議会 

⑱ 

性
と
生
殖
に
関
す
る
理
解
の
促
進 

女性の性と 
生殖に関する
理解 

妊娠や出産など性と生殖の問題について、女性も男性

も、思春期、成年期、壮年期等生涯を通じて考え、正

しい認識を得て行動できるよう啓発に努めます。 

【「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」（女性の生

涯を通じた性と生殖に関する健康と権利）※15 の意識

の醸成】 

保健福祉課 

(健康推進係) 

多様な性の 

あり方への 

理解 

いわゆる性的少数者（セクシュアル・マイノリティー）

など多様な性のあり方への理解を深めるための啓発

や情報提供を行います。 

教育委員会 

(生涯学習係) 
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施策の方向（７）男女間のあらゆる暴力の根絶 

○ 現状と課題 ○ 

 男女間のあらゆる暴力は決して許されるものではなく根絶しなければなりません。暴力の被害

者の多くは女性ですが、男性の被害者も少なくありません。暴力は身体的なものだけでなく、言

葉による精神的な暴力も含みます。また、若年層においても「交際相手に対する暴力（デート

DV）※17」が起きていたり「リベンジ・ポルノ※18」を始めとしたインターネットなどを介した

様々な手段による被害も広がっています。 

意識調査では「配偶者等からの暴力※8」について「相談できる窓口があることを知っている」

町民の割合が 68.5%となっています。早期の相談により、被害の潜在化を防ぎ、安全確保が確

保されるよう相談窓口のさらなる周知と相談体制や支援の充実が求められます。また、男女間の

あらゆる暴力に対する正しい認識と防止するための啓発が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和 元 年度 

DV相談件数 1,408 1,513 1,592 1,658 1,531 

注：長野県女性相談センターを含む配偶者暴力相談支援センター（3所）、県保健福祉事務所（10所）、女性 

相談員が配置されている市福祉事務所（13市）が受け付けた相談件数の合計 

●長野県内における DV24時間ホットライン 相談件数  

相談種別 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和 元 年度 

DV被害 44 41 56 58 43 

夫婦問題 49 23 33 30 28 

親族の暴力 13 27 6 12 11 

その他 220 58 42 47 44 

合 計 326 149 137 147 126 

注：その他の内容は、親族関係、近隣関係、友人関係の相談等 

【長野県県民文化部こども・家庭課 HP資料より抜粋】 

【長野県県民文化部こども・家庭課 HP資料より抜粋】 

（単位：件） 

●長野県内における配偶者等からの暴力（DV）相談件数 

（単位：件） 
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 具体的な施策 施策の内容 関係課等 

⑲ 

あらゆる暴力を

防止するための

啓発推進 

○配偶者等からの暴力（DV）※8やセクシュアル・ハラ

スメント※9 等あらゆる暴力行為を許さない社会づくり

のための広報、意識啓発に努めます。 
 

○多種多様化する女性に対する暴力の現状について情

報提供し、正しい理解を深め危機管理意識の醸成に努

めます。 

保健福祉課 

(健康推進係) 

⑳ 
被害者救済のた
めの支援体制の
充実 

○あらゆる暴力に関する相談窓口の

周知と相談機能の充実を図るととも

に、関係機関と緊密に連携しながら適

切かつ迅速な対応に努めます。 

配偶者等から

の暴力（DV） 

保健福祉課 

(健康推進係) 

高齢者虐待 
地域包括支援

センター 

障がい者虐待 
保健福祉課 

(福祉係) 

児童虐待 
教育委員会 

(子育て支援係) 

○飯綱町虐待等地域対策協議会において情報の共有化

と連携強化を図り、被害防止、被害者の支援に努めま

す。 

保健福祉課 

(福祉係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.5%

73.1%

64.8%

29.6%

25.7%

32.7%

1.9%

1.1%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

知っている 知らなかった 無回答

●配偶者等からの暴力（DV）について相談窓口があることについて  

【令和 2 年度意識調査】 
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施策の方向（８）地域防災における男女共同参画の推進 

○ 現状と課題 ○ 

これまでの災害においては、様々な意思決定過程への女性の参画が十分に確保されず、女性と

男性のニーズの違いなどが配慮されないといった課題が生じました。こうした観点から、防災や

災害対策などに関する施策・方針決定の場に女性の視点や意見を反映させるため、防災関係の組

織への女性の積極的登用を図ることが必要です。また、避難所運営や各地域の自主防災組織等の

活動についても、女性の積極的な参画と女性や要配慮者への配慮が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 具体的な施策 施策の内容 関係課等 

㉑ 

防災関係組織等

への女性の参画

推進 

防災に関する施策や方針に女性の意見を反映させるた

め「飯綱町防災会議」における女性委員の参画を推進し

ます。 

総務課 

㉒ 

女性の視点を 

活かした防災・

災害対策の推進 

○災害に関する各種対応マニュアル等について男女共

同参画の視点を踏まえ作成します。 
 

○女性の視点を活かした自主防災組織等の構築や活動

を促進し、地域の防災力の向上を図ります。 
 

○女性消防団員の活動状況について広報等をおこない、

消防団への入団促進を図ります。 

総務課 

○女性や要配慮者の視点に配慮した避難所施設、運営体

制の整備に努めます。 

保健福祉課 
 

社会福祉協議会 

 

●飯綱町防災会議における女性委員の状況 

●飯綱町内自主防災組織率  ４８組織   95.38％  （令和元年度現在） 

相談種別 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

委員総数(人) 24 27 26 27 27 

女性委員数(人) ２ 3 3 3 ３ 

女性比率(％) 8.3 11.1 11.9 11.1 11.1 

 【町総務課資料より】 

【町総務課資料より】 
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第４章 計画推進のために  
 
第１次男女共同参画計画の成果や住民意識調査の検証結果を踏まえ、男女共同参画と女性の活

躍をさらに推し進めるため、町、町民、事業者等の協働のもとに本計画の施策の推進に努め、男

女共同参画社会の実現を目指します。 
 

１ 町民の役割                         

男女共同参画の理解を深め、職域、教育、地域、家庭その他の社会のあらゆる分野において、

男女共同参画の視点を取り入れ実践するように努めましょう。 
 

２ 事業者の役割                       

男女共同参画の理解を深め、男女が共同してその事業活動に参画することができる体制及び職

業生活における活動と家庭生活その他の活動とを両立して行うことができる職場環境を整備す

るよう努めましょう。 

 

３ 推進体制の整備（町の役割）                

  （１）飯綱町男女共同参画推進委員会 

   本町における男女共同参画社会の形成を推進するため、「飯綱町男女共同参画推進委員会」

において、男女共同参画計画のまちづくりを推進するための施策の調査研究や計画の進捗状

況の管理、普及啓発活動等を行います。 
 

（２）飯綱町男女共同参画庁内推進会議 

   男女共同参画社会の実現を目指した施策は、行政全般にわたっていることから、役場庁内

に「男女共同参画庁内推進会議」を設置し、各課、各機関の連携と調整により、総合的かつ

効果的な計画の推進を図ります。 
 

 （３）男女共同参画社会づくり条例の検討 

   「（仮称）飯綱町男女共同参画社会づくり条例」について、住民意識調査等による住民の

意向や男女共同参画の進捗状況を踏まえ、飯綱町男女共同参画推進委員会において、その必

要性等について研究し、制定の可否について検討します。 
 
 （４）国・県など関係機関との連携 

計画を推進するにあたり、国・県・近隣市町村など関係行政機関との情報交換、協力、 

連携を図ります。   

 

４ 町民との協働による推進                  

   男女共同参画社会の実現に向け活動する町内の団体、町民グループ、事業者などと連携し、

男女共同参画を推進するための取り組みをともに考えともに実践します。  
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男女共同参画に関する相談窓口（主な公的相談機関）【令和３年 3 月末現在】 

 

◆人権等に関すること 

相談機関・窓口 相談の内容等 電話番号 備  考 

飯綱町 

役場 

住民環境課 住民係 人権に関する各種相談 253-4762 
月～金曜 8：30～17：15 

教育委員会 生涯学習係 人権教育に関する各種相談 253-6560 

男女共同参画センター 

“あいとぴあ” 

女性の人権、悩みごと等全般 0266-22-8822 火～土曜 9：00～16：30 

男性の人権、悩みごと等全般 0266-22-7111 毎週金曜 17：00～19：00 

女性相談センター 女性の人権、悩みごと等全般 026-235-5710 月～金曜 8：30～17：15 

長野県人権啓発センター 人権、悩みごと等全般 026-274-3232 火～日曜 8：30～17：00 

長野地方法務局 人権に関する各種相談 026-235-6611 月～金曜 8：30～17：15 

子どもの人権 110 番 子どもの人権に関する相談 0120-007-110 月～金曜 8：30～17：15 

長野県中央児童相談所 子どもの人権に関する相談 026-238-8010 月～金曜 8：30～17：15 

 

◆育児・介護・福祉等に関すること 

相談機関・窓口 相談の内容等 電話番号 備  考 

飯
綱
町
役
場 

保健福祉課 

地域包括支援センター 
福祉･介護全般に関する相談 

253-4764 

253-2485 

月～金曜 8：30～17：15 
教育委員会 総務教育係 就学･学校教育に関する相談 253-4769 

教育委員会 こども保育係 

（又は各保育園） 

保育園の入園や生活に関する 

相談 
253-4769 

教育委員会 子育て支援係 

子育て支援センター 
児童･子育て全般に関する相談 

253-4769 

253-8853 

飯綱町社会福祉協議会 福祉･介護全般に関する相談 253-8456 8：30～17：30  

 

◆暴力、性犯罪に関すること 

相談機関・窓口 相談の内容等 電話番号 備  考 

飯
綱
町
役
場 

保健福祉課 健康推進係 

（健康管理センター） 

配偶者等からの暴力（DV）に 

関する相談 
253-6841 

月～金曜 8：30～17：15 
地域包括支援センター 高齢者虐待に関する相談 253-2485 

保健福祉課 福祉係 障がい者虐待に関する相談 253-4764 

教育委員会 子育て支援係 

子育て支援センター 
児童虐待に関する相談 

253-4769 

253-8853 

長野県児童虐待・DV24 時間 

ホットライン 
児童虐待に関する相談 026-219-2413 毎日 24 時間 

長野県性暴力被害者支援センタ

ー“りんどうハートながの” 
性暴力、性犯罪に関する相談 026-235-7123 毎日 24 時間 

長野県警性犯罪被害ダイヤル 

サポート１１０ 
性暴力、性犯罪に関する相談 

0120-037-555 
プッシュ回線＃8103 

毎日 24 時間 
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◆健康、心身の悩みに関すること 

相談機関・窓口 相談の内容等 電話番号 備  考 

飯綱町 

役場 

保健福祉課 健康推進係 

（健康管理センター） 
健康、心身に関する相談全般 253-6841 月～金曜 8：30～17：15 

長野保健福祉事務所 健康、心身に関する相談全般 026-225-9039 月～金曜 8：30～17：15 

長野県精神保健福祉センター 全般的なこころの相談 026-227-1810 月～金曜 8：30～17：15 

長野いのちの電話 全般的なこころの相談 026-223-4343 毎日 11：00～22：00 

長野県不妊専門相談センター 不妊・不育に関する相談 0263-35-1012 火・木曜 10：00～16：00 

にんしん SOS ながの 予期せぬ妊娠に関する相談 0120-68-1192 毎日 24 時間 

 

 

◆労働、就職に関すること 

相談機関・窓口 相談の内容等 電話番号 備  考 

飯綱町 

役場 

飯綱町ワークセンター 

（ｉワーク） 

子育て世代の女性等に対する 

就業相談 
217-1339 月～金曜 9：30～16：30 

長野労働局雇用環境・均等室 

職場における性別を理由とした

差別や育児休業、介護休業など

に関する相談 

026-227-0125 月～金曜 8：30～17：15 

長野労働基準監督署 
労働条件、安全衛生等に関する

相談 
026-223-6310 月～金曜 8：30～17：15 

長野公共職業安定所 

（ハローワーク） 

職業紹介及び雇用に関する相談

全般 
026-228-1300 月～金曜 8：30～17：15 

 

 

◆ボランティア、NPO、消費生活に関すること 

相談機関・窓口 相談の内容等 電話番号 備  考 

飯綱町社会福祉協議会  

地域福祉課（メーラプラザ内） 
ボランティアに関する相談 253-1001 8：30～17：30 

長野県 県民文化部 

県民協働課 

ＮＰＯ、ボランティアに関する

相談 
026-235-7189 月～金曜 8：30～17：15 

北信消費生活センター 消費生活に関する相談 026-217-0009 月～金曜 8：30～17：00 

 

 

◆男女共同参画全般に関すること 

相談機関・窓口 相談の内容等 電話番号 備  考 

飯綱町教育委員会 生涯学習係 
（飯綱町民会館内） 

男女共同参画計画並びに男女共

同参画全般に関すること 
253-6560 月～金曜 8：30～17：15 
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男女共同参画に関する用語と解説 

 

 
※1  性別による固定的役割分担意識 

男女を問わず個人の能力等によって役割の分担を決めることが適当であるにもかかわら 

ず、男性、女性という性別を理由として，役割を固定的に分けることをいいます。 

「男は仕事・女は家事・育児」、「男性は主要な業務・女性は補助的業務」等は固定的な 

考え方により、男性・女性の役割を決めている例です。 

 

※2  男女共同参画社会基本法 

男女共同参画社会の形成に関し、基本理念を定め、並びに国、地方公共団体及び国民の責 

務を明らかにするとともに、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の基本となる事 

項を定めることにより、男女共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進することを目 

的として、平成 11年 6月 23日法律第 78号として、公布、施行されました。 

 

※3  女性活躍推進法 

「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成 27 年法律第 64号） 

女性が職業生活において個性と能力を十分に発揮して活躍できるよう、民間事業者及び自 

治体が果たすべき役割を定めたもの。女性の職業生活と家庭生活との両立に関しては、本 

人の意思が尊重されるべきとしています。 

 

※４  ジェンダー 

「社会的・文化的に形成された性別」のことです。人間には生まれついての生物学的性別 

（セックス／sex）があります。一方、社会通念や慣習の中には、社会によって作り上げら 

れた「男性像」、「女性像」があり、このような男性、女性の別を「社会的・文化的に形 

成された性別」（ジェンダー／gender）といいます。「社会的・文化的に形成された性別」 

は、それ自体に良い、悪いの価値を含むものではなく、国際的にも使われています。 

 

※5  男女雇用機会均等法 

「雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律」（昭和 47年法  

律第 113号）募集、採用、配置、昇進について、女性に男性と均等な機会を与え、教育 

訓練・福利厚生・定年・退職・解雇について、女性を理由とした差別的扱いを禁止して 

います。 
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※６  配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法） 

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」（平成13年法律第31号） 

配偶者からの暴力に係る通報、相談、保護、自立支援等の体制を整備し、配偶者からの暴 

力の防止及び被害者の保護を図ることを目的とする法律です。被害者が男性の場合もこの 

法律の対象となりますが、被害者は、多くの場合女性であることから、女性被害者に配慮 

した内容の前文が置かれています。 

 

※7  仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス） 

個人がやりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域 

生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて、多様な生き方 

が選択・実現できることをいいます。 

 

※8  配偶者等からの暴力（ＤＶ・ドメスティック・バイオレンス） 

配偶者や恋人など親密な関係にある者から振るわれる暴力のことで、身体的暴力や性的 

暴力だけでなく、精神的暴力も含まれます。 

 

※9  セクシュアル・ハラスメント 

「セクハラ」とも呼ばれる、性的嫌がらせのことです。相手の意に反した性的な発言や行

動で、例えば身体への不必要な接触、性的関係の強要、性的なうわさの流布など様ざまな

態様のものが含まれます。 

 

※10 男女共同参画週間 

男女共同参画社会基本法の目的及び基本理念に関する国民の理解を深めるため、平成 13 

年度より、毎年 6月 23日から 6月 29日までの 1週間 を「男女共同参画週間」として 

男女共同参画社会の形成の促進を図る各種行事等が全国的に実施されています。 

 

※11 家族経営協定 

家族経営が中心の日本の農業が、魅力ある職業となり、男女を問わず意欲をもって取り組 

めるようにするためには、経営内において家族一人一人の役割と責任が明確となり、それ 

ぞれの意欲と能力が十分に発揮できる環境づくりが必要です。「家族経営協定」は、これ 

を実現するために、農業経営を担っている世帯員相互間の経営や労働等に関するルールを 

文書にして取り決めたものです。 

 

※12 特定事業主行動計画 

女性活躍推進法により、働く場面で活躍したいという希望を持つすべての女性が、その 

個性と能力を十分に発揮できる社会を実現するために、女性の活躍推進に向けた数値目 

   標を盛り込んだ行動計画の策定・公表や、女性の職業生活における活躍に関する情報の公 

表が事業主（国や地方公共団体[特定事業主]、民間企業等[一般事業主：常用労働者 301 

人以上企業等。法改正により令和４年４月１日以降は 101人以上に拡大]）に義務付けら 

れました。 
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※13 育児・介護休業法 

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律（平成 3年法 

律第 76号）。 

育児及び家族の介護を行う労働者の職業生活と家庭生活との両立が図られるよう支援す 

るため、育児休業及び介護休業に関する制度並びに子の看護休暇及び介護休暇に関する制 

度を設けるとともに、育児及び家族の介護を行いやすくするため所定労働時間等に関し事 

業主が講ずべき措置を定めるほか、育児又は家族の介護を行う労働者等に対する支援措置 

を講ずること等により、このような労働者が退職せずに済むようにし、その雇用の継続を 

図るとともに、育児又は家族の介護のために退職した労働者の再就職の促進を図ることな 

どが定められています。 

 

※14 飯綱町ワークセンター（ｉワーク） 

就労に関する情報提供や相談の窓口、ワークスペース、託児スペース等を有する、飯綱町 

が運営する就労支援施設。子育て世代の女性等に、在宅ワーク等を活用した多様な働き方 

を推進し、やりがいとワークライフバランスの確保を支援します。 

 

※15 性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ） 

1994年にカイロで開催された国際人口・開発会議において提唱された概念で、今日、女 

性の人権の重要な一つとして認識されるに至っています。リプロダクティブ・ヘルス／ラ 

イツの中心課題には、いつ何人子どもを産むか産まないかを選ぶ自由、安全で満足のいく 

性生活、安全な妊娠・出産、子どもが健康に生まれ育つことなどが含まれており、また、 

思春期や更年期における健康上の問題等生涯を通じての性と生殖に関する課題が幅広く 

議論されています。 

 

※16 LGBT 

女性同性愛者（Lesbian）、男性同性愛者（Gay）、男女問わず両性愛者（Bisexual）、 

トランスジェンダー（Transgender）[生まれた時に割り当てられた性別が自身の性同一 

性と異なる人]の各単語の頭文字を組み合わせた表現。 

 

※17 交際相手に対する暴力（デート DV） 

交際相手に対して「好きだから、気持ちを通じ合わせたい」「一緒にいたい」というのと、 

「自分の思いどおりに動いてほしい」「独り占めしたい」と相手をコントロールしたり、 

「自分のモノ」として扱うのは違うことです。相手をコントロールしたり、「自分のモノ」 

として扱ったりすることは、交際相手に対する「暴力」、いわゆる「デートＤＶ」にあた 

ります。 

 

※18 リベンジ・ポルノ 

交際中に撮影した元交際相手や元配偶者の裸などの私的な性的画像を撮影された人の同 

意なく、インターネット上などで公開する行為のこと。スマートフォンの普及がリベン 

ジポルノを潜在的に起こしやすくする要因の一つとなっています。 
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【令和２年度実施】 

男女共同参画に関する住民意識調査 集計結果概要 
 

１ 調査対象 

  町内に住所を有する満 20 歳以上の男女 700人 

（単位：人） 

年齢区分 女性 男性 計 

２０歳代 35 39 74 

３０歳代 50 31 81 

４０歳代 61 50 111 

５０歳代 50 59 109 

６０歳代 70 77 147 

７０歳代以上 86 92 178 

計 352 348 700 
 

２ 調査票回収結果 

回収数 ： ３７５ 人  回収率 ： ５３．６％（375人／700人×100（%）） 
 

3 回答者の属性 

（１）性別及び年齢（年代）  
（単位：人） 

区分 女性 男性 性別無回答 総数 

２０歳代 13 12 0 25 

３０歳代 16 16 1 33 

４０歳代 24 25 1 50 

５０歳代 41 24 1 66 

６０歳代 46 42 0 88 

７０歳代以上 56 56 0 112 

無回答 0 0 1 1 

計 196 175 4 375 
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（２）婚姻状況（年代別割合）  

 
 

（３）家族形態（年代別割合） 

 
 

（４）回答者の職業（性別割合） 

 

80.0%

43.8%

16.3%

10.8%

1.1%

16.0%

53.1%

79.6%

78.5%

92.0%

75.9%

4.0%

3.1%

4.1%

10.8%

6.8%

23.2%
0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

未婚 既婚 離別又は死別 無回答
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18.5%

6.2%

1.8%

10.7%

21.5%

6.2%

33.3%

8.3%

7.1%

15.5%

6.2%

27.7%

33.3%

12.5%

15.5%

32.3%

20.0%

33.3%

20.8%

27.7%

25.2%

16.9%

23.1%

54.2%

49.1%

27.2%

4.6%

16.9%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一人暮らし

一世代

（夫婦のみなど）

二世代家族

（子どもと）

二世代家族

（親と）

三世代家族

その他

（四世代家族）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答
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合計

自営業（自営業主） 自営業（家族従事者） 勤め人（常勤・ﾌﾙﾀｲﾑ）

勤め人（ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 会社、団体の経営者等 家事専業

学生 無職 その他
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４ 調査項目別集計結果 
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

１ 家庭生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校教育の場 

 

 

 

 

 

 

問１ 今の世の中は男女平等になっていると思いますか。 【年代別集計】 

問２ あなたは現在、次にあげるような分野や社会全体をみて男女の地位に差があると 

思いますか。  【各項目性別集計】 
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女性の方が優遇されている わからない 無回答
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20.0%

9.1%

26.0%

25.8%

21.6%

9.8%

6.9%

4.0%

6.1%

10.0%

7.6%

4.5%

8.0%

1.3%

2.3%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

男女平等になっている どちらかといえば、男女平等になっている

どちらかといえば、男女平等になっていない 男女平等になっていない

わからない 未回答・未記入・不明等
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３ 職場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 地域活動の場 

 

 

 

 

 

 

 

５ 政治や行政 

 

 

 

 

 

 

 

６ 法律や制度の上 

 

 

 

 

 

 

 

７ 社会通念・慣習・しきたり 

 

 

 

 

 

 

 

14.8%

8.6%

11.7%

37.2%

45.1%

41.3%

22.4%

25.1%

23.5%

2.0%

8.0%

4.8%

1.5%

2.3%

1.9%

19.9%

10.3%

15.2%

2.0%

0.6%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

男性の方が優遇されている どちらかと言えば

男性の方が優遇されている

差はない どちらかと言えば

女性が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない 無回答

 

6.1%

15.4%

10.4%

31.1%

26.3%

29.1%

25.0%

31.4%

27.7%

2.6%

9.1%

5.9%

0.5%

0.6%

0.5%

31.1%

16.6%

24.0%

3.6%

0.6%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

 

25.0%

23.4%

24.0%

44.9%

44.6%

45.1%

10.7%

18.3%

14.1%

1.0%

2.3%

1.6%

1.1%

0.5%

15.3%

10.3%

12.8%

3.1%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

 

14.8%

5.7%

10.4%

30.6%

27.4%

29.3%

25.5%

47.4%

35.7%

2.0%

5.1%

3.5%

0.5%

0.6%

0.5%

21.4%

13.1%

17.3%

5.1%

0.6%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

 

24.5%

22.3%

23.7%

52.0%

60.6%

55.7%

7.7%

9.7%

8.5%

1.0%

2.9%

1.9%

1.1%

0.5%

11.7%

3.4%

7.7%

3.1%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体
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８ 社会全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 男女共同参画社会 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

２ 男女雇用機会均等法 

  

 

 

 

 

 

 

３ 女性活躍推進法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.8%

12.6%

12.5%

57.1%

57.7%

57.6%

14.8%

17.7%

16.0%

1.5%

2.3%

1.9%

0.5%

1.1%

0.8%

11.2%

8.6%

9.9%

2.0%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

男性の方が優遇されている どちらかと言えば

男性の方が優遇されている

差はない どちらかと言えば

女性が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない 無回答

問３ あなたは次の法律、制度やことばをご存知ですか。 【各項目性別集計】 

 

12.8%

16.0%

14.4%

43.4%

52.6%

47.7%

19.9%

22.3%

20.8%

21.4%

9.1%

15.7%

2.6%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

内容まで知っている 少しは知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない 無回答

 

3.6%

8.0%

5.9%

32.7%

33.1%

32.5%

33.2%

33.1%

33.1%

27.0%

25.7%

26.7%

3.6%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

 

26.5%

33.1%

29.6%

48.5%

54.3%

51.2%

14.3%

10.3%

12.3%

8.7%

2.3%

5.9%

2.0%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体
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 ４ ジェンダー 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 育児休業制度 

  

 

 

 

 

 

 

６ 介護休業制度 

 

 

 

 

 

 

 

 ７ 家族経営協定 

 

 

 

 

 

 

 

 ８ セクシュアル・ハラスメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.8%

17.1%

16.3%

33.2%

32.6%

32.8%

16.3%

26.3%

21.1%

29.6%

23.4%

26.9%

5.1%

0.6%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

内容まで知っている 少しは知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない 無回答

 

34.7%

34.3%

34.4%

53.6%

58.9%

56.0%

5.6%

4.6%

5.1%

3.6%

2.3%

3.2%

2.6%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

 

16.3%

18.3%

17.1%

39.8%

44.0%

41.9%

28.1%

28.0%

28.0%

13.3%

9.1%

11.5%

2.6%

0.6%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

 

3.6%

2.9%

3.2%

13.8%

18.9%

16.0%

13.3%

28.0%

20.0%

66.8%

50.3%

59.5%

2.6%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

 

50.0%

46.9%

48.8%

41.3%

47.4%

43.7%

5.1%

4.6%

4.8%

2.0%

1.1%

1.9%

1.5%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体
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 ９ ドメスティック・バイオレンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問５ 次の考え方について、どう思いますか。 【各項目全体集計】 

 

6.4%

50.7%

71.7%

0.3%

21.9%

9.1%

4.3%

43.5%

39.5%

25.1%

7.7%

56.3%

32.3%

25.6%

19.2%

6.4%

1.3%

20.5%

9.6%

22.9%

36.5%

28.8%

2.7%

0.8%

70.7%

10.7%

34.1%

31.7%

2.1%

0.8%

1.1%

0.8%

1.6%

1.6%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性は外の仕事、

女性は家事・子育て…

男女とも仕事を

もったほうがよい

家事・子育て・

介護は男女が…

子どものしつけや

教育は母親の責任である

子どもが幼いうちは、

女性は家庭にいたほうが…

子どもは女の子は優しく、

男の子はたくましく育てた…

しきたりや慣習は、自分が

嫌だ時代に合わないと…

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そうは思わない 無回答

男性は外の仕事、女性は家事･ 

子育て･介護に向いている 

男女とも仕事をもった 

ほうがよい 

問４ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、どう思われますか。【年代別集計】 

 

1.3%

3.0%

2.0%

2.3%

0.9%

24.5%

12.0%

15.2%

22.0%

16.7%

29.5%

32.1%

23.5%

28.0%

12.1%

22.0%

28.8%

23.9%

23.2%

46.7%

60.0%

60.6%

48.0%

47.0%

43.2%

41.1%

2.7%

9.1%

4.0%

6.1%

1.1%

1.3%

2.0%

1.5%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そうは思わない わからない 無回答

しきたりや慣習は自分が嫌だ 

時代に合わないと思っても 

守るべきだ 

子どものしつけや教育は 

母親の責任である 

 

49.5%

45.7%

48.0%

40.8%

47.4%

43.5%

4.1%

5.7%

4.8%

4.1%

1.1%

2.9%

1.5%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

全体

内容まで知っている 少しは知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない 無回答

家事・子育て・介護は男女が 

協力してやるべきだ 

子どもが幼いうちは、女性は 

家庭にいたほうが良い 

子どもは女の子は優しく、 

男の子はたくましく育てた 

ほうが良い 
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１ 家庭における重大問題の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 家計の管理 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 食事づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４ 食事の後片づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.0%

5.6%

7.5%

3.8%

6.2%

4.7%

50.0%

16.7%

10.0%

21.2%

4.9%

15.3%

16.7%

17.5%

34.6%

34.6%

38.8%

22.2%

32.5%

17.3%

25.9%

24.7%

38.9%

32.5%

21.2%

23.5%

16.5%

25.0%

1.9%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

 

5.6%

1.2%

5.6%

2.4%

20.0%

11.5%

11.1%

9.4%

75.0%

27.8%

32.5%

30.8%

38.3%

41.2%

61.1%

47.5%

55.8%

44.4%

44.7%
1.2%

25.0%

1.9%

4.9%
1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

 

2.5%

2.4%

22.2%

12.5%
1.9%

3.7%

2.4%

50.0%

27.8%

15.0%

19.2%

19.8%

27.1%

25.0%

16.7%

35.0%

25.0%

33.3%

40.0%

33.3%

37.5%

51.9%

35.8%

27.1%
1.2%

25.0%

1.9%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

 

27.8%
2.5%

3.8%

7.4%

12.9%

11.1%

32.5%

44.2%

38.3%

37.6%

75.0%

50.0%

60.0%

46.2%

46.9%

43.5%

5.6%
2.5%

1.2%

3.5%

5.6%
2.5%

1.9%

1.2%

1.9%

25.0%

1.9%

4.9%
2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

夫の役割 どちらかといえば夫の役割 夫と妻と同程度 どちらかといえば妻の役割

妻の役割 わからない 無回答

問６ 現在、配偶者がいらっしゃる方にお聞きします。家庭生活での家事などの分担は 

どのようになさっていますか。   【各項目年代別集計】 
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５ 掃除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

６ 洗濯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 買い物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ ゴミ出し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.7%

25.0%

12.5%

3.8%

6.2%

3.5%

50.0%

16.7%

32.5%

15.4%

18.5%

34.1%

22.2%

27.5%

30.8%

35.8%

25.9%

61.1%

27.5%

48.1%

28.4%

34.1%

1.2%

2.4%

25.0%

1.9%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

夫の役割 どちらかといえば夫の役割 夫と妻と同程度 どちらかといえば妻の役割

妻の役割 わからない 無回答

 

25.0%

11.1%

1.2%

1.2%

5.8%
2.5%

5.9%

25.0%

27.8%

42.5%

32.7%

44.4%

42.4%

25.0%

27.8%

25.0%

23.1%

25.9%

25.9%

33.3%

32.5%

36.5%

18.5%

22.4%

1.2%

1.2%

25.0%

1.9%

6.2%
1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

 

50.0%

38.9%

20.0%

21.2%

18.5%

18.8%

27.8%

30.0%

15.4%

28.4%

20.0%

25.0%

5.6%

22.5%

25.0%

27.2%

31.8%

11.1%

7.5%

9.6%

8.6%

15.3%

16.7%

17.5%

26.9%

11.1%

11.8%

2.5%

1.2%

1.2%

25.0%

1.9%

4.9%
1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

 

5.6%

7.5%

3.8%

3.7%

25.0%

27.8%

15.0%

11.5%

18.5%

23.5%

25.0%

33.3%

27.5%

25.0%

30.9%

25.9%

25.0%

33.3%

50.0%

57.7%

40.7%

49.4%

1.2%

1.2%

25.0%

1.9%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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９ 子どものしつけや家庭教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 家族の介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

11 自治会等地域でのつきあい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.2%

1.2%

2.5%

1.9%

44.4%

52.5%

50.0%

51.9%

64.7%

25.0%

27.8%

27.5%

23.1%

24.7%

16.5%

11.1%

12.5%

17.3%

11.1%

10.6%

25.0%

11.1%

5.0%

5.8%
3.7%

3.5%

50.0%

5.6%

1.9%

7.4%
3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

夫の役割 どちらかといえば夫の役割 夫と妻と同程度 どちらかといえば妻の役割

妻の役割 わからない 無回答

 

2.5%

1.2%

2.5%

1.2%

22.2%

25.0%

42.3%

35.8%

50.6%

5.6%

12.5%

13.5%

29.6%

25.9%

5.6%

12.5%

11.5%

13.6%

10.6%

50.0%

61.1%

45.0%

26.9%

11.1%

8.2%

50.0%

5.6%

5.8%

7.4%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

 

38.9%

25.0%

23.1%

16.0%

16.5%

50.0%

33.3%

25.0%

38.5%

38.3%

43.5%

11.1%

27.5%

23.1%

30.9%

32.9%

12.5%
1.9%

4.9%
2.4%

11.1%

7.5%

9.6%
3.7%

4.7%

25.0%

5.6%
2.5%

1.9%

25.0%

1.9%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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１ 男の子の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
￥ 
 
 

 

10.4%

4.0%

6.1%

10.0%
3.0%

6.8%

20.5%

36.3%

12.0%

18.2%

36.0%

40.9%

34.1%

45.5%

19.2%

48.0%

27.3%

12.0%

16.7%

20.5%

14.3%

27.7%

28.0%

36.4%

36.0%

27.3%

35.2%

16.1%

4.0%

4.0%

6.1%

4.0%

10.6%
2.3%

0.9%

2.4%

4.0%

6.1%
2.0%

1.5%

1.1%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない

そうは思わない わからない 無回答

問７ 「男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく」という育て方についてどのように 

思いますか。 【年代別集計】 

 

13.4%

22.2%

18.0%

10.0%

2.2%

7.4%

8.2%

2.8%

6.8%

0.2%

0.6%

8.2%

13.7%

21.3%

19.2%

11.4%

1.7%

5.9%

9.7%

1.7%

5.3%

0.2%

0.4%

9.3%

13.3%

23.0%

16.8%

8.5%

2.7%

8.5%

6.8%

3.9%

8.2%

0.2%

0.9%

7.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

活発で行動力がある

思いやりがあり

優しい心をもつ

誠実である

気配りができる

指導力がある

自立心が旺盛である

誰にでも好かれる

家事能力がある

職業能力がある

特にない

その他

無回答

全体

男性

女性

問８ お子さんをどのように育てたいと思いますか。あてはまる番号を３つまで選んでくだ

さい。お子さんがおられない場合は、お子さんがいると仮定してお答えください。 

思いますか。 【年代別集計】 

参
考
資
料

資
料
３

－ 48 － － 49 －



 

２ 女の子の場合  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問９ 男女平等の人間関係をつくるために、学校教育の場で力を入れるべきことはどのような 

ことだと思いますか。あてはまる番号を３つまで選んでください。 【年代別集計】 

 

5.4%

26.8%

13.3%

18.6%

0.2%

4.1%

11.8%

7.2%

3.8%

0.3%

0.4%

8.0%

5.0%

26.5%

15.2%

19.2%

0.4%

3.8%

14.1%

4.2%

1.7%

0.2%

0.6%

9.1%

5.8%

27.0%

11.6%

17.7%

0.0%

4.4%

10.0%

9.9%

5.8%

0.3%

0.3%

7.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

活発で行動力がある

思いやりがあり

優しい心をもつ

誠実である

気配りができる

指導力がある

自立心が旺盛である

誰にでも好かれる

家事能力がある

職業能力がある

特にない

その他

無回答

全体

男性

女性

 

9.5%

31.8%

8.0%

5.4%

30.4%

8.9%

10.8%

28.4%

12.2%

9.7%

30.1%

4.4%

10.3%

32.7%

7.7%

9.9%

31.8%

8.5%

9.2%

33.3%

8.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

出席簿や並び方の順番など、

男女を分ける慣習をなくす

学校での指導において、男女の

別なく個性を生かせるように配慮する

教職員に対して、男女共同

参画に関する研修を充実する

全体 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

参
考
資
料

資
料
３

－ 50 － － 51 －



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

23.4%

12.6%

9.5%

1.0%

3.0%

1.1%

26.8%

16.1%

5.4%

1.8%

3.6%

1.8%

20.3%

9.5%

8.1%

0.0%

6.8%

4.1%

26.5%

21.2%

4.4%

0.0%

3.5%

0.0%

23.7%

13.5%

7.7%

0.6%

3.2%

0.6%

25.1%

11.7%

9.0%

1.3%

2.2%

0.4%

20.9%

9.5%

13.9%

1.5%

2.2%

1.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

男女平等の意識を

育てる授業をする

管理職（校長や教頭）に

女性を増やしていく

保護者会などを通じ、

男女平等教育を啓発する

その他

わからない

無回答

問 10 現在、職業をお持ちの方にお聞きします。仕事をする上でどのような不安・不満や 

悩みがありますか。  【年代別集計】 

 

29.3%

44.4%

33.3%

37.5%

27.1%

26.9%

12.5%

6.3%

5.6%

6.7%

4.2%

8.5%

3.8%

9.4%

7.9%

11.1%

10.0%

6.3%

6.8%

11.5%

3.1%

7.9%

16.7%

6.7%

12.5%

10.2%

1.9%

3.1%

12.6%

5.6%

10.0%

10.4%

16.9%

13.5%

12.5%

25.5%

11.1%

26.7%

22.9%

25.4%

25.0%

37.5%

10.5%

5.6%

6.7%

6.3%

5.1%

17.3%

21.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

賃金が安い 労働時間が長い 休日が少ない 職場の人間関係が悪い

仕事の量が多すぎる ない その他

参
考
資
料

資
料
３

－ 50 － － 51 －



 
 

 
 
 
 １ 募集や採用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 賃金 

 
 
 
 
 
 

 

３ 昇進・昇格 

 
 
 
 
 

 
４ 幹部への登用 

 
 
 
 
 
 
５ 仕事の内容 

 
 
 
 
 

問 11 現在、職業をお持ちの方にお聞きします。あなたの今の職場では、男女の扱いついて 

平等になっていると思いますか。  【各項目性別集計】 

 

8.3%

9.2%

6.6%

17.6%

22.9%

12.3%

55.6%

54.1%

57.5%

2.3%

0.9%

3.8%

1.4%

1.8%

0.9%

14.8%

11.0%

18.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

男性の方が優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

差はない どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

 

15.2%

13.6%

17.0%

35.9%

41.8%

30.2%

28.6%

28.2%

28.3%

0.9%

0.9%

0.9%

1.4%

1.8%

0.9%

18.0%

13.6%

22.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

 

7.3%

5.4%

9.3%

23.3%

24.3%

22.4%

53.9%

55.9%

51.4%

0.9%

1.8%

14.6%

12.6%

16.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

 

11.9%

9.1%

15.0%

31.7%

38.2%

25.2%

38.5%

37.3%

39.3%

0.5%

0.9%

1.4%

1.8%

0.9%

16.1%

13.6%

18.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

 

6.4%

4.5%

8.4%

14.1%

16.1%

12.1%

55.9%

50.0%

61.7%

10.0%

15.2%

4.7%

2.7%

5.4%

10.9%

8.9%

13.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

参
考
資
料

資
料
３

－ 52 － － 53 －



 
 

 ６ 教育訓練・研修 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
７ 退職・解雇 

 
 
 
 
 
 
８ 福利厚生 

 
 
 
 
 
 
９ 休暇の取得 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 12 あなたは、女性の職業へのかかわり方について最も望ましいと思われる形態はどれに 

あたると思われますか。   【性別集計】 

 

1.4%

0.9%

1.9%

9.7%

8.2%

11.3%

73.7%

80.0%

67.0%

0.9%

0.9%

0.9%

0.5%

0.9%

13.8%

10.0%

17.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

男性の方が優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

差はない どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

 

0.9%

1.9%

0.5%

0.9%

72.9%

75.5%

70.1%

8.7%

10.9%

6.5%

5.5%

5.5%

5.6%

11.5%

8.2%

15.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

 

0.5%

0.9%

7.8%

6.3%

9.3%

73.5%

79.3%

67.3%

0.9%

1.8%

17.4%

12.6%

22.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

 

0.5%

0.9%

3.7%

3.6%

3.7%

76.3%

80.2%

72.0%

2.3%

2.7%

1.9%

2.3%

1.8%

2.8%

15.1%

11.7%

18.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

 

0.3%

0.6%

2.4%

2.3%

2.6%

43.7%

44.0%

43.9%

38.1%

37.1%

38.8%

5.1%

6.9%

3.6%

6.1%

7.4%

5.1%

4.3%

1.7%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

結婚するまで

職業を持つ

子どもができるまで

職業を持つ

子育ての期間を除き

職業を持つ

子育ての期間を含めて

一生職業を持つ

一生職業を持たない その他 わからない 無回答

参
考
資
料

資
料
３

－ 52 － － 53 －



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.9%

28.8%

28.4%

30.5%

28.5%

22.6%

23.9%

15.2%

18.2%

13.7%

13.7%

14.0%

16.4%

15.4%

18.1%

9.1%

16.8%

15.3%

22.7%

18.5%

18.8%

7.7%

4.5%

6.3%

9.2%

8.1%

8.4%

7.4%

6.9%

7.6%

8.4%

7.6%

6.4%

8.0%

5.1%

6.4%

9.1%
3.2%

4.6%

4.7%

8.0%

7.0%

9.7%

12.1%

11.6%

10.7%

4.7%

9.4%

11.4%

7.2%

9.1%

9.5%

7.6%

5.8%

7.3%

6.6%

0.9%

1.5%

1.7%

0.3%

1.5%

0.7%

1.1%

0.8%

1.7%

0.3%

0.4%

1.3%

1.1%

1.7%

0.7%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

家事や育児との

両立が難しい
育児休業制度・介護休業制度

など企業（会社）の労働環境

整備が図られていない

高齢者や病人など

介護・看護があること

家族の協力や理解が

得にくいこと

企業（会社）は女性が

結婚・出産後も仕事を

続けることを嫌う

企業（会社）が女性に

責任のある仕事を任せない

男性に比べて賃金が低く、

職種も限られている

結婚や出産のとき

退職の慣行がある

その他

障害はない わからない

問 14 「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味・付き合い等）

の優先度について、おたずねします。 【性別集計】 

 

1.3%

14.9%

2.7%

28.3%

2.1%

7.7%

34.4%

4.5%

4.0%

1.1%

13.7%

1.7%

29.7%

2.3%

7.4%

38.9%

3.4%

1.7%

1.5%

15.3%

3.1%

27.6%

2.0%

7.7%

31.1%

5.6%

6.1%

0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%

 

22.4%

18.7%

4.5%

22.4%

4.8%

6.9%

10.1%

6.4%

3.7%

26.3%

11.4%

5.1%

24.6%

8.6%

7.4%

7.4%

6.3%

2.9%

18.9%

25.0%

4.1%

20.9%

1.5%

6.1%

12.2%

6.6%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

全体

男性

女性

「仕事」優先 

「家庭生活」優先 

「家庭生活」と「地域・

個人の生活」を優先 

「仕事」と「家庭生活」

と「地域・個人の生活」

を全て尊重 

「地域・個人の 

生活」優先 

無回答 

【理想】 【現実】 

「仕事」と「家庭 

生活」を優先 

「仕事」と「地域・

個人の生活」を優

先 

わからない 

１ 理想とする（希望する）生活に最も 

近いものを１つ選んでください。 

問 13 あなたは、女性が仕事を続けていくなかで、障害となっていると思われることは何だ 

と思いますか。あてはまるところの番号をいくつでも選んでください。【年代別集計】 

２ 現実（現状）の生活に最も近い 

ものを１つ選んでください。 

参
考
資
料

資
料
３

－ 54 － － 55 －



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 １ 次の中からあなたが参加している活動を全て選んでください。【年代別集計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.3%

40.0%

42.4%

44.0%

39.4%

30.7%

19.6%

4.0%

4.0%

2.0%

3.0%

4.5%

6.3%

40.3%

28.0%

39.4%

40.0%

40.9%

45.5%

39.3%

5.1%

8.0%

2.0%

1.5%

6.8%

7.1%

13.1%

12.0%

15.2%

10.0%

9.1%

10.2%

18.8%

1.9%

4.0%
3.0%

4.5%
1.1%

0.9%

1.6%

2.0%

1.5%

1.1%

2.7%

1.9%

4.0%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

男性が育児休暇・介護

休暇制度を利用しやすく

なること

男性のための育児や

介護講座を充実すること

男性自身が育児や

介護に取組む意識を

持つこと

男性が気軽に育児や

介護の問題について

相談できる窓口を設ける

家族の間で育児や

介護について十分に

話し合う

その他 わからない 無回答

問 16 ご自身が介護が必要になった時、どなたに世話をしてほしいと思いますか。【性別集計】 

 

23.7%

37.1%

12.2%

5.6%

1.1%

9.2%

0.8%

0.6%

1.0%

1.6%

3.1%

26.4%

18.3%

34.2%

29.3%

28.0%

30.1%

10.1%

13.1%

7.1%

1.1%

0.6%

1.5%

1.3%

1.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

配偶者 娘 息子

息子の配偶者 娘の配偶者 自宅で受けられる福祉サービス

病院・老人ホームなどの施設 わからない その他

無回答

問 17 現在参加している活動についておたずねします。 

 

39.7%

9.2%

33.3%

7.4%

38.6%

20.5%

42.3%

28.2%

40.5%

8.9%

46.4%

2.7%

34.5%

2.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

町内会、自治会、公民館

などの地域組織の活動

PTAなどの子育てや

教育に関する活動

全体 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

問 15 今後、男性が女性とともに育児・介護に参加していくためには、どのようなことが 

重要になると思いますか。  【年代別集計】 

参
考
資
料

資
料
３

－ 54 － － 55 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 「参加している活動はない」とお答えいただいた方におたずねします。参加していない 

理由は何ですか。あてはまる番号を２つまで選んでください。 【性別集計】 

 

9.2%

3.5%

3.5%

1.7%

4.2%

27.1%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

55.6%

3.7%

2.3%

0.0%

4.5%

0.0%

4.5%

29.5%

0.0%

2.8%

0.0%

0.0%

2.8%

0.0%

23.9%

0.0%

7.6%

2.5%

0.0%

2.5%

3.8%

32.9%

1.3%

14.3%

5.4%

4.5%

1.8%

4.5%

20.5%

0.0%

13.1%

6.2%

6.9%

1.4%

6.2%

24.8%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

農業関係団体などの農業・

農村振興に関する活動

食生活改善などの

保健・福祉に関する活動

環境保全や自然保護

などの環境に関する活動

NPOの活動

その他の活動

参加している活動はない

無回答

全体 20歳代

30歳代 40歳代

50歳代 60歳代

70歳代以上

 

28.8%

8.0%

27.6%

19.0%

12.3%

4.3%

26.4%

7.5%

22.6%

24.5%

15.1%

3.8%

30.3%

8.3%

30.3%

15.6%

11.0%

4.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

地域や団体の活動に

参加する時間がないから

参加したいと思う活動や

団体が身近にないから

参加するきっかけがないから

興味がないから

その他

無回答 全体 男性 女性

参
考
資
料

資
料
３

－ 56 － － 57 －



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １ 女性が自治会等の役員になることについてどう思いますか。【年代別集計】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

21.1%

14.5%

15.4%

16.3%

10.7%

13.3%

3.0%

1.2%

3.2%

1.2%

21.4%

16.0%

15.5%

16.2%

9.4%

13.6%

2.6%

1.9%

2.4%

0.9%

21.1%

13.1%

15.3%

16.7%

11.8%

12.9%

3.3%

0.7%

3.8%

1.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

男女の役割分担につい

ての社会通念、慣習、

しきたりを改めること

男性の男女共同参画に

対する関心を高めること

労働時間短縮や休暇

制度を普及させること

夫婦の間で家事など

の役割分担をする

ように話し合うこと

子どもに対し家事などを

男女で分担するような

しつけや育て方をすること

男性の仕事中心の生き方

考え方を改めること

仕事と家庭の両立などの

問題について相談できる

窓口を設けること

その他

わからない

無回答

全体

男性

女性

問 19 女性が地域活動のリーダーになることについておたずねします。 

 

65.9%

60.0%

66.7%

72.0%

53.0%

72.7%

67.0%

24.5%

24.0%

24.2%

24.0%

34.8%

20.5%

21.4%

1.3%

3.0%

3.0%

1.1%

0.9%

6.9%

12.0%

6.1%

4.0%

7.6%

5.7%

8.0%

1.3%

4.0%

1.5%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

大変良い 多少いても良い 良いとは思わない わからない 無回答

問 18 今後、男性・女性がともに、家事、子育て、教育、介護および地域活動などに積極的 

に参加していくためには、どのようなことが必要だと思いますか。あてはまるところ 

の番号を３つまでえらんでください。    【性別集計】 

参
考
資
料

資
料
３

－ 56 － － 57 －



 

 ２ 女性の社会参画は進みつつありますが、自治会の長、PTA 会長などには、まだ女性が少

ない現状です。このような方針決定の過程に女性の参画が少ない理由は何だと思いますか。

あなたのお考えに近いものを３つまで選んでください。 【年代別集計】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３ 自治会長や PTA 会長など、女性が地域活動のリーダーになるためにはどのようなことが

必要だと思いますか。あなたのお考えに近いものを３つまで選んでください。【性別集計】 

 
 
 
 
 
 

 

22.4%

20.8%

24.6%

21.9%

20.7%

19.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

女性が地域活動のリーダーに

なることに対する女性自身の

抵抗感をなくすこと

女性が地域活動のリーダーに

なることに対する男性の

抵抗感をなくすこと

全体 男性 女性

女性が地域活動のリーダーに 

なることに対する女性自身の 

抵抗感をなくすこと 

女性が地域活動のリーダーに 

なることに対する男性の抵抗

感をなくすこと 

 

18.2%

24.1%

9.8%

9.8%

22.9%

13.8%

1.5%

24.1%

24.1%

14.8%

7.4%

18.5%

9.3%

1.9%

17.9%

26.9%

7.7%

15.4%

17.9%

12.8%

1.3%

19.5%

26.0%

5.7%

12.2%

22.0%

13.0%

1.6%

19.1%

24.3%

11.8%

9.2%

24.3%

8.6%

2.6%

16.4%

23.5%

10.6%

8.8%

24.8%

15.9%

0.0%

17.3%

22.8%

9.4%

8.7%

23.2%

16.5%

2.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

役員決定をはじめとして

男性主体の組織運営が

されているから

自治会などの団体の代表は

男性が担うことがしきたりや

慣習になっているから

家族の支援・協力が

得られないから

家庭・職場・地域における

性別役割分担意識や

性差別の意識があるから

女性自身が責任ある役職に

就くことに消極的であるから

女性の参画を積極的に進めようと

意識している人が少ないから

その他

全体 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

参
考
資
料

資
料
３

－ 58 － － 59 －



 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 次にあげるような職業や役職において、今後女性がもっと増える方がよいと思うのは 

どれですか。この中からいくつでも選んでください。 【性別集計】 

 

16.4%

7.0%

13.6%

1.2%

1.7%

2.9%

14.0%

17.0%

6.6%

14.9%

1.1%

1.3%

2.1%

10.6%

16.2%

7.5%

12.4%

1.4%

1.8%

3.4%

16.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

社会の中で、女性が地域活動

のリーダーになることについて、

その評価を高めること

女性が地域活動のリーダーに

なることについて、啓発や

情報提供・研修を行うこと

女性が地域リーダーに

一定の割合でなるような

取組を進めること

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

全体

男性

女性

 

11.5%

12.9%

8.8%

6.5%

5.3%

9.2%

9.1%

7.7%

8.5%

11.5%

12.2%

8.6%

6.1%

4.8%

9.4%

9.4%

6.5%

10.4%

11.7%

13.5%

8.9%

6.9%

5.8%

8.9%

8.7%

8.9%

6.6%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0%

閣僚（国務大臣）、

県、市町村の首長

国会議員、県議会議員、

市町村議会議員

国家公務員、

地方公務員の管理職

裁判官、検察官、弁護士

大学教授・学長

小中学校・高校の

教頭・副校長・校長

企業の管理職

起業家、経営者

自治会長、町内会長

全体

男性

女性

社会の中で、女性が地域活動 

のリーダーになることについて、

その評価を高めること 

女性が地域活動のリーダーに 

なることについて、啓発や情報

提供・研修を行うこと 

女性が地域リーダーに一定の

割合でなるような取組を進める

こと 

参
考
資
料

資
料
３

－ 58 － － 59 －



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.9%

4.8%

4.1%

1.7%

0.4%

2.0%

0.7%

7.5%

5.3%

5.0%

1.1%

0.5%

1.2%

0.4%

6.3%

4.3%

3.1%

2.2%

0.2%

2.7%

1.0%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0%

PTA会長

農業委員・農協役員

防災会議委員、

消防団員

特にない

その他

わからない

無回答

全体

男性

女性

問 21 「男女共同参画社会」を実現するために、どのようなことが必要だと思いますか。特に 

重要だと思う番号を３つまで選んでください。【性別集計】  

 

14.2%

7.4%

8.7%

4.6%

12.0%

9.6%

13.6%

7.6%

7.9%

16.0%

8.0%

11.4%

5.5%

10.5%

7.6%

14.3%

8.0%

5.5%

12.6%

7.0%

6.4%

3.8%

13.2%

11.4%

13.0%

7.2%

10.0%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

行政の審議会、委員会の委員や管理職

など、政策決定の場への女性の登用

民間企業・団体などの

管理職への女性の登用

地域コミュニティー活動に

おける男女共同参画の推進

職場における男女均等な

取り扱いについての周知徹底

ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）の推進

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など

男女共に働き方の見直しを進める

子育てや介護などでいったん

仕事を辞めた人の再就職の支援

子育て・育児に関する支援の充実

高齢者の施設・介護サービスの充実

全体

男性

女性

参
考
資
料

資
料
３

－ 60 － － 61 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2.2%

1.1%

2.3%

3.9%

0.5%

3.0%

1.2%

1.5%

1.5%

2.1%

4.6%

0.4%

1.9%

1.1%

3.0%

0.8%

2.6%

3.0%

0.6%

3.8%

1.4%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

健康や福祉に関する相談の充実

広報誌や講演会などによる男女の

平等と相互理解についての啓発

保育園・学校における

男女平等教育の推進

社会教育･生涯学習の場で男女の平等、

相互理解などについての学習の充実

その他

わからない

無回答

全体

男性

女性

 

68.5%

48.0%

60.6%

64.0%

72.7%

79.5%

66.1%

29.6%

52.0%

39.4%

36.0%

27.3%

19.3%

28.6%

1.9%

1.1%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

知っている 知らなかった 無回答

問 22 配偶者等からの暴力について相談できる窓口があることを知っていますか。あてはまる

番号を選んでください。【年代別集計】 

参
考
資
料

資
料
３

－ 60 － － 61 －



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.9%

16.0%

42.4%

46.0%

36.4%

37.5%

29.5%

62.9%

84.0%

57.6%

54.0%

63.6%

61.4%

64.3%

2.1%

1.1%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

知っている 知らなかった 無回答

 

5.0%

14.3%

13.0%

5.0%

28.8%

75.0%

21.4%

17.4%

33.3%

29.4%

30.0%

60.4%

25.0%

64.3%

69.6%

66.7%

67.6%

47.5%

5.8%

2.9%

17.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい。

利用したことがなく、今後も利用することはない。 無回答

問 23 飯綱町に子育てや介護中の女性などの就労支援施設として、相談支援や情報提供、各種

講座の開催、在宅ワークスペースの提供などを行う、飯綱町ワークセンター “ｉワー

ク”があることを知っていますか。【年代別集計】  

問 24 問 23 で「知っている」とお答えいただいた方におたずねします。この「飯綱町ワーク

センター “ｉワーク”」の利用について、あてはまるところの番号を１つ選んでくだ

さい。【年代別集計】 

※住民意識調査の、より詳細な集計結果（住民意識調査報告書）を飯綱町公式ホームページに

掲載しておりますのでご覧ください。  

参
考
資
料

資
料
３

－ 62 －
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